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み
な
べ
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
平
成
28
年
度
採
用
の
み
な
べ
町

職
員（
一
般
事
務
職
お
よ
び
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
）を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
採
用
人
員

　
一般
事
務
職
　
９
名

　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
　
２
名

■
採
用
時
期

　
平
成
28
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格

【
一般
事
務
職
】

　
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】

　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、保
育
士
資
格
と
幼

稚
園
教
諭
２
種
以
上
の
免
許
の
両

方
を
有
す
る
人
、又
は
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
に
両
方
の
資
格
等

取
得
見
込
み
の
人（
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
両
方
の
資
格
等
を

取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、こ
の

試
験
に
合
格
し
て
も
採
用
資
格
を

失
い
ま
す
。）

※

但
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人（
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
除
く
）

②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

人③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、又
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
人

④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、又
は
こ
れ
に

加
入
し
た
人

■
試
験
日
及
び
試
験
方
法
等

●
第
１
次
試
験
　
平
成
27
年
９
月

20
日（
日
）

　
筆
記
試
験
　[

教
養（
高
校
卒
業

程
度
）・
適
性]

●
第
２
次
試
験（
試
験
日
は
第
１

次
試
験
合
格
者
の
人
に
の
み
、別

途
通
知
し
ま
す
。）

　
作
文
試
験
及
び
面
接
試
験

※

そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
種
目
で
、町

が
認
め
る
得
点
・
基
準
に
達
し
な
い

場
合
は
、順
位
に
か
か
わ
ら
ず
不

合
格
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

●
申
込
受
付
期
間
及
び
時
間

　
平
成
27
年
７
月
17
日（
金
）〜
平

成
27
年
７
月
31
日（
金
）

（
土
・日
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
ま
で

●
提
出
書
類

①
平
成
27
年
度
み
な
べ
町
職
員
採

用
試
験
申
込
書（
役
場
総
務
課
に

あ
り
ま
す
）

②
履
歴
書

③
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
申
し

込
ま
れ
る
人
で
、既
に
資
格
等
を

有
す
る
人
は
、そ
の
保
育
士
登
録

証
及
び
幼
稚
園
２
種
以
上
の
免
許

状
の
写
し

●
提
出
先

　
〒
６
４
５
│
０
０
０
２

　
　
み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地

　
　
　
み
な
べ
町
役
場
総
務
課

●
提
出
方
法

　
提
出
先
へ
直
接
持
参
す
る
か
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
に
は
、必
ず
「
簡
易

書
留
郵
便
」と
し
、封
筒
の
表
に「
採

用
試
験
受
験
申
込
み
」と
朱
書
し

て
く
だ
さ
い
。こ
の
場
合
、平
成
27

年
７
月
31
日（
金
）ま
で
の
消
印
の

あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
そ
の
他

　
申
し
込
み
で
き
る
試
験
区
分

は
、１
人
１
区
分
に
限
り
ま
す
。ま

た
、申
込
書
の
受
理
後
に
お
け
る

試
験
区
分
の
変
更
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

※

く
わ
し
く
は
、総
務
課（
℡
72
│

２
０
１
５
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
調
理
師
又
は

　
　
　
　
　
臨
時
調
理
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

定
例
町
議
会
を
開
会

定
例
町
議
会
を
開
会

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
10
月
採
用
予
定
の
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
調
理
師
又

は
臨
時
調
理
補
助
員
を
、次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す（※

社
保
な
ど

各
種
保
険
あ
り
ま
す
）。

■
募
集
人
員
　
１
名

■
採
用
予
定
期
間
　

　
平
成
27
年
10
月
１
日
〜
平
成
28

年
３
月
31
日

■
応
募
資
格
　

　
昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

■
提
出
書
類

　
履
歴
書
、調
理
師
免
許
の
写
し

（
調
理
師
免
許
取
得
者
）

■
試
験
内
容
　

　
書
類
審
査
後
、面
接
を
行
な
い

ま
す
。（
８
月
に
予
定
）

■
募
集
期
間

　
平
成
27
年
７
月
６
日（
月
）〜
７

月
23
日（
木
）　
午
後
５
時
ま
で

（
土
・日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
先

　教
育
学
習
課

　
〒
６
４
５―

０
０
２
６

　
み
な
べ
町
谷
口
３
０
１
番
地
４

※

応
募
は
、郵
送
で
も
可
。但
し
、

平
成
27
年
７
月
23
日（
木
）ま
で
の

消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
２
回
定
例
町
議
会
が
、５
月

15
日（
金
）〜
28
日（
木
）ま
で
開
会

さ
れ
ま
し
た（
会
期
は
14
日
間
）。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、税
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
専
決
処

分
の
承
認
４
件
、手
数
料
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
議
案
10

件
、平
成
26
年
度
事
業
の
平
成
27

年
度
へ
の
繰
越
報
告
４
件
が
上
程

さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、い
ず
れ

も
承
認
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　
地
方
税
法
等
の一
部
改
正
に
伴

い
、町
の
税
条
例
の一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、①
地
方
団

体
に
対
す
る
寄
附
金
に
係
る
個
人

町
民
税
の
寄
付
金
税
額
控
除
の
拡

充（
１
割
か
ら
２
割
）②
地
方
消
費

税
率
引
き
上
げ
施
行
日
を
平
成

29
年
４
月
に
変
更
③
個
人
町
民

税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
を
平
成
31
年
６
月
30
日
ま
で

延
長
④
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い

軽
自
動
車
税
の
特
例
措
置（
グ

リ
ー
ン
化
特
例
）を
導
入
⑤
二
輪

車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
に
係
る

税
額
の
引
き
上
げ
時
期
を
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
４

月
１
日
に
１
年
延
長
、な
ど
で
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ
れ

ぞ
れ
３
億
３
３
３
４
万
８
千
円
を
追

加
し
、予
算
総
額
89
億
８
７
０
７
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、地
方
交
付
税
３
億
３

８
８
６
万
円
、繰
入
金
△
１
億
２
７

５
４
万
７
千
円
、繰
越
金
１
億
２
６

５
４
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
は
、総
務
費
で
は
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
対
応
の
た
め
の

電
算
機
管
理
費
が
平
成
27
年
度

で
の
対
応
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
減
額
、各
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

３
億
７
０
４
３
万
９
千
円
を
増
額
。

衛
生
費
は
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

委
託
料
、最
終
処
分
場
定
期
修
繕

工
事
の
請
負
差
額
等
に
よ
る
減
額

及
び
可
燃
ゴ
ミ
量
の
減
少
と
１
ト

ン
当
た
り
の
経
費
の
削
減
な
ど
す

さ
み
町
へ
の
清
掃
費
負
担
金
の
減

額
な
ど
３
２
１
９
万
１
千
円
の
減

額
。土
木
費
は
、財
源
更
正
及
び
町

道
東
神
野
川
線
・
滝
線
・
浜
線
の
各

路
線
の
改
良
事
業
及
び
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
事
業
の
事
業
費
確
定
に

伴
う
予
算
の
組
み
替
え
、各
公
園

の
遊
具
等
修
繕
料
の
減
額
な
ど
４

９
０
万
円
の
減
額
。ま
た
、各
費
目

に
お
い
て
、繰
入
金
、町
債
、税
等
で

財
源
更
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
７
１
０
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
４
億
５
０
１
１
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
補
助
事
業
費
の
確
定
に
伴

い
、付
随
す
る
町
単
独
事
業
費
の

減
額
及
び
入
札
差
額
に
よ
る
減
額

で
す
。

　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
６
７
１
万
５
千
円
を
減

額
し
、予
算
総
額
１
億
３
９
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
税
、修
繕
料
及
び
備
品
購

入
費
に
生
じ
た
不
用
額
の
減
額
で

す
。

〔※

以
上
の
承
認
４
件
は
、緊
急
を

要
し
た
た
め
、町
長
の
権
限
で
決

定
さ
れ
た
専
決
処
分
で
す
。〕

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
の
題
名
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
の
で
、本
条
例
で
こ
れ

を
引
用
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。

　
両
施
設
に
つ
い
て
は
、小
学
生
未

満
の
児
童
も
宿
泊
料
金
が
必
要
で

し
た
が
、幼
児
を
と
も
な
っ
た
家
族

連
れ
の
宿
泊
客
の
増
加
を
図
る
た

め
、３
歳
児
未
満
の
児
童
に
つ
い
て

は
、宿
泊
料
金
を
無
料
と
し
ま
す
。

　　　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
の

改
正
と
、基
礎
課
税
額
の
上
限
を

「
51
万
円
」か
ら「
52
万
円
」に
、後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
上

限
を「
16
万
円
」か
ら
「
17
万
円
」

に
、介
護
納
付
金
課
税
額
の
上
限

を「
14
万
円
」か
ら「
16
万
円
」に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、低
所
得
者
に
対
す
る
保

険
税
の
軽
減
措
置
に
つい
て
は
５
割

軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
に

係
る
所
得
判
定
基
準
を
改
正
し
、

そ
れ
ぞ
れ
軽
減
措
置
を
拡
充
し
ま

し
た
。

　
税
率
な
ど
の
改
定
は
Ｐ
７
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ
れ

ぞ
れ
３
億
８
０
５
８
万
２
千
円
を
追

加
し
、予
算
総
額
90
億
９
１
５
８
万

２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は
、国
・
県
支
出

金
２
億
５
２
７
５
万
５
千
円
、繰

越
金
１
６
９
８
万
６
千
円
、町
債

１
億
８
８
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、左
表
の
通
り

で
す
。

　　　　

　
予
算
額
の
変
更
は
な
く
、被
保

険
者
の
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、前
年
度
の
繰
越
金
を
保
険
税

の
減
額
分
に
充
て
る
歳
入
予
算
の

組
み
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
２
３
７
万
６
千
円
を
追
加

し
、予
算
総
額
15
億
８
０
５
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
要
支
援
者
の
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
施
設
入
所
に
伴

い
、保
険
給
付
費
を
増
額
し
ま
し

た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
５
７
４
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
６
億
９
１
８
３
万
３
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
区
域
の
エ
リ
ア
拡

大
等
に
伴
い
、早
期
完
成
を
目
指

し
、国
へ
要
望
額
の
拡
大
申
請
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、承
認
さ
れ
た
た

め
、事
業
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
１
２
９
６
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
１
億
８
６
２
４
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
費
の
追
加
補

正
に
伴
う
、水
道
管
布
設
替
工
事

費
の
追
加
で
す
。

　
ご
み
焼
却
場
解
体
工
事
に
つ
い

て
、指
名
競
争
入
札
の
結
果
、杉
谷

産
業
株
式
会
社（
谷
口
）と
９
７
２

７
万
３
０
１
５
円
で
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
は
、総
合
戦
略
策
定
事

業
費
な
ど
19
事
業
で
総
事
業
費
２
億

４
７
９
９
万
２
千
円
、公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
は
建
設
事
業
費
１
６

０
０
万
円
、水
道
事
業
会
計
は
営
業

費
用
63
万
２
千
円
、建
設
改
良
費
１

５
５
２
万
５
千
円
を
、平
成
27
年
度
へ

繰
り
越
す
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

第
２
回

■
税
条
例
等
の一部
を
改
正
す
る
条
例

承

　認
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第
２
回
定
例
町
議
会
が
、５
月

15
日（
金
）〜
28
日（
木
）ま
で
開
会

さ
れ
ま
し
た（
会
期
は
14
日
間
）。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、税
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
専
決
処

分
の
承
認
４
件
、手
数
料
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
議
案
10

件
、平
成
26
年
度
事
業
の
平
成
27

年
度
へ
の
繰
越
報
告
４
件
が
上
程

さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、い
ず
れ

も
承
認
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　
地
方
税
法
等
の一
部
改
正
に
伴

い
、町
の
税
条
例
の一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、①
地
方
団

体
に
対
す
る
寄
附
金
に
係
る
個
人

町
民
税
の
寄
付
金
税
額
控
除
の
拡

充（
１
割
か
ら
２
割
）②
地
方
消
費

税
率
引
き
上
げ
施
行
日
を
平
成

29
年
４
月
に
変
更
③
個
人
町
民

税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
を
平
成
31
年
６
月
30
日
ま
で

延
長
④
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い

軽
自
動
車
税
の
特
例
措
置（
グ

リ
ー
ン
化
特
例
）を
導
入
⑤
二
輪

車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
に
係
る

税
額
の
引
き
上
げ
時
期
を
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
４

月
１
日
に
１
年
延
長
、な
ど
で
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ
れ

ぞ
れ
３
億
３
３
３
４
万
８
千
円
を
追

加
し
、予
算
総
額
89
億
８
７
０
７
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、地
方
交
付
税
３
億
３

８
８
６
万
円
、繰
入
金
△
１
億
２
７

５
４
万
７
千
円
、繰
越
金
１
億
２
６

５
４
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
は
、総
務
費
で
は
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
対
応
の
た
め
の

電
算
機
管
理
費
が
平
成
27
年
度

で
の
対
応
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
減
額
、各
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

３
億
７
０
４
３
万
９
千
円
を
増
額
。

衛
生
費
は
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

委
託
料
、最
終
処
分
場
定
期
修
繕

工
事
の
請
負
差
額
等
に
よ
る
減
額

及
び
可
燃
ゴ
ミ
量
の
減
少
と
１
ト

ン
当
た
り
の
経
費
の
削
減
な
ど
す

さ
み
町
へ
の
清
掃
費
負
担
金
の
減

額
な
ど
３
２
１
９
万
１
千
円
の
減

額
。土
木
費
は
、財
源
更
正
及
び
町

道
東
神
野
川
線
・
滝
線
・
浜
線
の
各

路
線
の
改
良
事
業
及
び
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
事
業
の
事
業
費
確
定
に

伴
う
予
算
の
組
み
替
え
、各
公
園

の
遊
具
等
修
繕
料
の
減
額
な
ど
４

９
０
万
円
の
減
額
。ま
た
、各
費
目

に
お
い
て
、繰
入
金
、町
債
、税
等
で

財
源
更
生
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
７
１
０
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
４
億
５
０
１
１
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
補
助
事
業
費
の
確
定
に
伴

い
、付
随
す
る
町
単
独
事
業
費
の

減
額
及
び
入
札
差
額
に
よ
る
減
額

で
す
。

　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
６
７
１
万
５
千
円
を
減

額
し
、予
算
総
額
１
億
３
９
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
税
、修
繕
料
及
び
備
品
購

入
費
に
生
じ
た
不
用
額
の
減
額
で

す
。

〔※

以
上
の
承
認
４
件
は
、緊
急
を

要
し
た
た
め
、町
長
の
権
限
で
決

定
さ
れ
た
専
決
処
分
で
す
。〕

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
の
題
名
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
の
で
、本
条
例
で
こ
れ

を
引
用
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。

　
両
施
設
に
つ
い
て
は
、小
学
生
未

満
の
児
童
も
宿
泊
料
金
が
必
要
で

し
た
が
、幼
児
を
と
も
な
っ
た
家
族

連
れ
の
宿
泊
客
の
増
加
を
図
る
た

め
、３
歳
児
未
満
の
児
童
に
つ
い
て

は
、宿
泊
料
金
を
無
料
と
し
ま
す
。

　　　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
の

改
正
と
、基
礎
課
税
額
の
上
限
を

「
51
万
円
」か
ら「
52
万
円
」に
、後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
上

限
を「
16
万
円
」か
ら
「
17
万
円
」

に
、介
護
納
付
金
課
税
額
の
上
限

を「
14
万
円
」か
ら「
16
万
円
」に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、低
所
得
者
に
対
す
る
保

険
税
の
軽
減
措
置
に
つい
て
は
５
割

軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
に

係
る
所
得
判
定
基
準
を
改
正
し
、

そ
れ
ぞ
れ
軽
減
措
置
を
拡
充
し
ま

し
た
。

　
税
率
な
ど
の
改
定
は
Ｐ
７
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ
れ

ぞ
れ
３
億
８
０
５
８
万
２
千
円
を
追

加
し
、予
算
総
額
90
億
９
１
５
８
万

２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は
、国
・
県
支
出

金
２
億
５
２
７
５
万
５
千
円
、繰

越
金
１
６
９
８
万
６
千
円
、町
債

１
億
８
８
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、左
表
の
通
り

で
す
。

　　　　

　
予
算
額
の
変
更
は
な
く
、被
保

険
者
の
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、前
年
度
の
繰
越
金
を
保
険
税

の
減
額
分
に
充
て
る
歳
入
予
算
の

組
み
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
２
３
７
万
６
千
円
を
追
加

し
、予
算
総
額
15
億
８
０
５
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
要
支
援
者
の
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
施
設
入
所
に
伴

い
、保
険
給
付
費
を
増
額
し
ま
し

た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
５
７
４
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
６
億
９
１
８
３
万
３
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
区
域
の
エ
リ
ア
拡

大
等
に
伴
い
、早
期
完
成
を
目
指

し
、国
へ
要
望
額
の
拡
大
申
請
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、承
認
さ
れ
た
た

め
、事
業
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
１
２
９
６
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
１
億
８
６
２
４
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
費
の
追
加
補

正
に
伴
う
、水
道
管
布
設
替
工
事

費
の
追
加
で
す
。

　
ご
み
焼
却
場
解
体
工
事
に
つ
い

て
、指
名
競
争
入
札
の
結
果
、杉
谷

産
業
株
式
会
社（
谷
口
）と
９
７
２

７
万
３
０
１
５
円
で
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
は
、総
合
戦
略
策
定
事

業
費
な
ど
19
事
業
で
総
事
業
費
２
億

４
７
９
９
万
２
千
円
、公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
は
建
設
事
業
費
１
６

０
０
万
円
、水
道
事
業
会
計
は
営
業

費
用
６
３
万
２
千
円
、建
設
改
良
費

１
５
５
２
万
５
千
円
を
、平
成
27
年
度

へ
繰
り
越
す
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

■
平
成
26
年
度

一般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

■
平
成
26
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

■
手
数
料
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例 

■
平
成
27
年
度一般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
） 

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

■
平
成
26
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

■
鶴
の
湯
温
泉
休
養
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

■
国
民
宿
舎
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例

平成27年度一般会計補正予算（第１号）　歳出補正額と主な内容
項　　目
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
災害復旧費
歳出合 計

補　正　額　　
９４８万２千円
５２９万７千円
８万７千円

△８５８万４千円
１９０万０千円

　２４００万０千円
３億４８４０万０千円
３億８０５８万２千円

　　　　　　　主　な　内　容
コミュニティ助成金（宝くじ）490万円ほか
障がい者自立支援医療給付費（更生医療）500万円ほか
放射線撮影室定期漏洩検査委託料8万7千円
林道桃の川線排水路維持補修工事請負費500万円ほか
観光案内看板などの修繕費100万円ほか
町道拝殿東中小路線道路改良費240万円ほか
災害復旧工事請負費3億円ほか
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第
２
回
定
例
町
議
会
が
、５
月

15
日（
金
）〜
28
日（
木
）ま
で
開
会

さ
れ
ま
し
た（
会
期
は
14
日
間
）。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、税
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
専
決
処

分
の
承
認
４
件
、手
数
料
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
議
案
10

件
、平
成
26
年
度
事
業
の
平
成
27

年
度
へ
の
繰
越
報
告
４
件
が
上
程

さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、い
ず
れ

も
承
認
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　
地
方
税
法
等
の一
部
改
正
に
伴

い
、町
の
税
条
例
の一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、①
地
方
団

体
に
対
す
る
寄
附
金
に
係
る
個
人

町
民
税
の
寄
付
金
税
額
控
除
の
拡

充（
１
割
か
ら
２
割
）②
地
方
消
費

税
率
引
き
上
げ
施
行
日
を
平
成

29
年
４
月
に
変
更
③
個
人
町
民

税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
を
平
成
31
年
６
月
30
日
ま
で

延
長
④
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い

軽
自
動
車
税
の
特
例
措
置（
グ

リ
ー
ン
化
特
例
）を
導
入
⑤
二
輪

車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
に
係
る

税
額
の
引
き
上
げ
時
期
を
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
４

月
１
日
に
１
年
延
長
、な
ど
で
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ
れ

ぞ
れ
３
億
３
３
３
４
万
８
千
円
を
追

加
し
、予
算
総
額
89
億
８
７
０
７
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、地
方
交
付
税
３
億
３

８
８
６
万
円
、繰
入
金
△
１
億
２
７

５
４
万
７
千
円
、繰
越
金
１
億
２
６

５
４
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
は
、総
務
費
で
は
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
対
応
の
た
め
の

電
算
機
管
理
費
が
平
成
27
年
度

で
の
対
応
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
減
額
、各
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

３
億
７
０
４
３
万
９
千
円
を
増
額
。

衛
生
費
は
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

委
託
料
、最
終
処
分
場
定
期
修
繕

工
事
の
請
負
差
額
等
に
よ
る
減
額

及
び
可
燃
ゴ
ミ
量
の
減
少
と
１
ト

ン
当
た
り
の
経
費
の
削
減
な
ど
す

さ
み
町
へ
の
清
掃
費
負
担
金
の
減

額
な
ど
３
２
１
９
万
１
千
円
の
減

額
。土
木
費
は
、財
源
更
正
及
び
町

道
東
神
野
川
線
・
滝
線
・
浜
線
の
各

路
線
の
改
良
事
業
及
び
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
事
業
の
事
業
費
確
定
に

伴
う
予
算
の
組
み
替
え
、各
公
園

の
遊
具
等
修
繕
料
の
減
額
な
ど
４

９
０
万
円
の
減
額
。ま
た
、各
費
目

に
お
い
て
、繰
入
金
、町
債
、税
等
で

財
源
更
生
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
７
１
０
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
４
億
５
０
１
１
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
補
助
事
業
費
の
確
定
に
伴

い
、付
随
す
る
町
単
独
事
業
費
の

減
額
及
び
入
札
差
額
に
よ
る
減
額

で
す
。

　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
６
７
１
万
５
千
円
を
減

額
し
、予
算
総
額
１
億
３
９
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
税
、修
繕
料
及
び
備
品
購

入
費
に
生
じ
た
不
用
額
の
減
額
で

す
。

〔※

以
上
の
承
認
４
件
は
、緊
急
を

要
し
た
た
め
、町
長
の
権
限
で
決

定
さ
れ
た
専
決
処
分
で
す
。〕

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
の
題
名
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
の
で
、本
条
例
で
こ
れ

を
引
用
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。

　
両
施
設
に
つ
い
て
は
、小
学
生
未

満
の
児
童
も
宿
泊
料
金
が
必
要
で

し
た
が
、幼
児
を
と
も
な
っ
た
家
族

連
れ
の
宿
泊
客
の
増
加
を
図
る
た

め
、３
歳
児
未
満
の
児
童
に
つ
い
て

は
、宿
泊
料
金
を
無
料
と
し
ま
す
。

　　　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
の

改
正
と
、基
礎
課
税
額
の
上
限
を

「
51
万
円
」か
ら「
52
万
円
」に
、後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
上

限
を「
16
万
円
」か
ら
「
17
万
円
」

に
、介
護
納
付
金
課
税
額
の
上
限

を「
14
万
円
」か
ら「
16
万
円
」に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、低
所
得
者
に
対
す
る
保

険
税
の
軽
減
措
置
に
つい
て
は
５
割

軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
に

係
る
所
得
判
定
基
準
を
改
正
し
、

そ
れ
ぞ
れ
軽
減
措
置
を
拡
充
し
ま

し
た
。

　
税
率
な
ど
の
改
定
は
Ｐ
７
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ
れ

ぞ
れ
３
億
８
０
５
８
万
２
千
円
を
追

加
し
、予
算
総
額
90
億
９
１
５
８
万

２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は
、国
・
県
支
出

金
２
億
５
２
７
５
万
５
千
円
、繰

越
金
１
６
９
８
万
６
千
円
、町
債

１
億
８
８
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、左
表
の
通
り

で
す
。

　　　　

　
予
算
額
の
変
更
は
な
く
、被
保

険
者
の
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、前
年
度
の
繰
越
金
を
保
険
税

の
減
額
分
に
充
て
る
歳
入
予
算
の

組
み
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
２
３
７
万
６
千
円
を
追
加

し
、予
算
総
額
15
億
８
０
５
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
要
支
援
者
の
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
施
設
入
所
に
伴

い
、保
険
給
付
費
を
増
額
し
ま
し

た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
５
７
４
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
６
億
９
１
８
３
万
３
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
区
域
の
エ
リ
ア
拡

大
等
に
伴
い
、早
期
完
成
を
目
指

し
、国
へ
要
望
額
の
拡
大
申
請
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、承
認
さ
れ
た
た

め
、事
業
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
１
２
９
６
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
１
億
８
６
２
４
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
費
の
追
加
補

正
に
伴
う
、水
道
管
布
設
替
工
事

費
の
追
加
で
す
。

　
ご
み
焼
却
場
解
体
工
事
に
つ
い

て
、指
名
競
争
入
札
の
結
果
、杉
谷

産
業
株
式
会
社（
谷
口
）と
９
７
２

７
万
３
０
１
５
円
で
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
は
、総
合
戦
略
策
定
事

業
費
な
ど
19
事
業
で
総
事
業
費
２
億

４
７
９
９
万
２
千
円
、公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
は
建
設
事
業
費
１
６

０
０
万
円
、水
道
事
業
会
計
は
営
業

費
用
63
万
２
千
円
、建
設
改
良
費
１

５
５
２
万
５
千
円
を
、平
成
27
年
度
へ

繰
り
越
す
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
） 

■
平
成
27
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■
平
成
27
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■
ご
み
焼
却
場
解
体
工
事

請
負
契
約
の
締
結

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
な
ど

４
会
計
の
繰
越
し
を
報
告

報

　告

平
成
28
年
1
月
か
ら

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

　
国
民
一人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の

番
号
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）と
い
い
ま
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

一
生
使
う
も
の
で
す
。番
号
が
漏
え

い
し
、不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
を
除
き
、一生
変
更
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は
、「
行
政

の
効
率
化
」・「
国
民
の
利
便
性
の
向

上
」・「
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実

現
」と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
行
政
の
効
率
化

　
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
、様
々
な
情
報
の
照
合
、転

記
、入
力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時
間

や
労
力
が
削
減
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が
進

み
、作
業
の
重
複
な
ど
の
無
駄
が
削

減
さ
れ
ま
す
。所
得
や
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
が
把
握
し

や
す
く
な
り
、負
担
を
不
当
に
免

れ
る
こ
と
や
不
正
受
給
の
防
止
に

役
立
ち
ま
す
。

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　
申
請
書
へ
の
添
付
書
類
の
削
減

な
ど
、行
政
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、

国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る
自

分
の
情
報
を
確
認
し
た
り
、行
政

機
関
か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知

ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

③
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現

　
所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
状
況
が
把
握
し
や
す
く
な
る

た
め
、負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と

や
給
付
を
不
正
に
受
け
る
こ
と
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、本
当
に
困
っ

て
い
る
方
に
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
、住
民
票

を
有
す
る
全
て
の
方（
外
国
人
を

含
む
）に
、町
か
ら
住
民
票
の
住
所

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
が
送
ら
れ

ま
す（※

現
在
お
住
ま
い
の
場
所

と
住
民
票
の
住
所
が
異
な
る
場

合
に
は
、受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
後
に
町
に

申
請
す
る
と
、身
分
証
明
書
や

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
る

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
交
付（※

平

成
28
年
１
月
か
ら
）さ
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
、社
会
保

障
、税
、災
害
対
策
の
行
政
手
続

き
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な

り
ま
す
。（※

例
え
ば
、年
金
の
資

格
取
得
・
確
認
・
給
付
、確
定
申

告
、被
災
者
生
活
支
援
金
の
支
給

な
ど
の
手
続
き
の
際
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
は

ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
な
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
の
は
、

い
つ
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
お
問
い
合
せ
は

☎
０
５
７
０
ー
20
ー
０
１
７
８

（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

平
日
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

※

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
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原付
　50cc以下
　90 cc以下
　125 cc以下
　３輪以上50 cc以下（ミニカー）
軽二輪（125cc超250cc以下）
軽三輪
軽四輪乗用（営業用）

（自家用）　
軽四輪貨物（営業用）

（自家用）　
小型特殊（農耕用）

（その他）
小型二輪（250cc超）

車　　種　　別 28年度以降の
標準税率（円） 重課税率(円）

（13年経過車両） 軽課税率

28年度のみ適用28年度以降適用

2,000
2,000
2,400
3,700
3,600
3,100 
5,500 
7,200 
3,000 
4,000 
2,400

6,000

4,600

4,500
6,000

車両別に概ね
25～75％の
税額軽減

軽
自
動
車
税
率
が
変
わ
り
ま
す

平
成

　年
度
か
ら

小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
は

申
告
し
て
く
だ
さ
い

平成28年度からの軽自動車税率

小型特殊自動車とは

　
平
成
27
年
税
制
改
正
に
伴

い
、町
税
条
例
が
改
正
さ
れ
、平

成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の

税
率
が
下
表
の
と
お
り
変
わ
り

ま
す
。

　
軽
三
輪・軽
四
輪
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
最

初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
も
の

か
ら
新
税
率（※

印
の
税
率
）が

適
用
さ
れ
ま
す
。平
成
27
年
３

月
31
日
以
前
に
最
初
の
新
規
検

査
を
受
け
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
現
行
税
率
の
ま
ま
で
す
。た

だ
し
、グ
リ
ー
ン
化
を
す
す
め
る

観
点
か
ら
、４
月
１
日
時
点
に
お

い
て
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け

て
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
車
両

に
つ
い
て
は
、平
成
28
年
度
か
ら
、

重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
27
年
度
中
に
最

初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
車
両

で
、環
境
負
荷
の
小
さ
い
も
の
に

つ
い
て
は
、特
例
措
置
と
し
て
、軽

課
税
率
が
、平
成
28
年
度
の
み

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
、税
務
課（
℡
72

│
２
１
６
２
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
乗
用
装
置

の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー・コ
ン
バ
イ
ン・

田
植
機
等
は
、小
型
特
殊
自
動

車
に
該
当
し
、軽
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小
型

特
殊
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
は
、軽
自
動
車
税
の
申
告

を
し
て
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
等

１
．販
売
店
か
ら
購
入
の
場
合

①
所
有
者
の
印
鑑

②
販
売
証
明
書（
販
売
店
の
押

印
、車
台
番
号
、メ
ー
カ
ー
等
の

記
載
が
あ
る
も
の
）

２
．１
以
外
の
場
合

　
譲
り
受
け
た
り
、以
前
か
ら
所

有
し
て
い
る
方
な
ど
は
、税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

28

種
類

構
造
及
び
原
動
機

大
き
さ
及
び
最
高
速
度

フォークリフト、ショベルロー
ダ、タイヤローラ、ロードロー
ラ、グレータ、ロードスタビラ
イザ、国土交通大臣の指定す
る構造のカタピラを有する自
動車及び国土交通大臣の指
定する特殊な構造を有する
自動車（林内作業車、原野作
業車、ホイールキャリア、草刈
作業車　等）

車両の長さ
車 両 の 幅
車両の高さ
最 高 速 度

4.7m以下
1.7m以下
2.8m以下

15Km/h以下

農耕トラクター、農業用薬剤
散布車、刈取脱穀作業車（コ
ンバイン）、田植機及び国土
交通大臣の指定する農耕作
業用自動車（乗用装置のある
ものに限ります）

最高速度35㎞/h未満

特殊自動車 農耕用作業車

公
道
走
行
の
有
無
に
関
係
な
く
、課
税
さ
れ
ま
す
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＊
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税

み
ん
な
で
支
え
合
う
国
保
の
大
切
な
運
営
費
用

町
県
民
税
か
ら

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

町
　県
　民
　税

固
定
資
産
税

町
県
民
税
の

納
め
方
と
納
期

・
町
県
民
税（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）

第
１
期
・
全
期
前
納
の
納
期
で
す

第
１
期
・
全
期
前
納
の
納
期
で
す

第
１
期
・
全
期
前
納
の
納
期
で
す

７月
は

の

　
住
民
税
＝
町
県
民
税
は
、町

民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
多
く
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
財
源

で
す
。

　
平
成
11
年
か
ら
18
年
と
平
成

21
年
か
ら
26
年
の
間
に
住
宅
を

取
得
し
て
入
居
さ
れ
た
方
で
、税

源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
に
お
け

る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
よ
る
減
税

額
が
減
少
す
る
場
合
、翌
年
度
の

町
県
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。

　
個
人
の
町
県
民
税
の
納
付
方

法
に
は
、給
与
か
ら
天
引
き
さ
せ

て
い
た
だ
く
特
別
徴
収
及
び
納

税
の
便
宜
や
徴
収
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、平
成
21
年
10
月
か
ら

は
65
歳
以
上
で
公
的
年
金
の
課

税
所
得
が
あ
る
場
合
、そ
の
部
分

の
町
県
民
税
を
老
齢
基
礎
年
金

等
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た

だ
く
特
別
徴
収
と
、納
税
通
知

書
に
よ
って
支
払
って
い
た
だ
く
普

通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

　
７
月
は
、普
通
徴
収
の
第
１
期

と
全
期
前
納
の
納
期
で
す
。７
月

中
ご
ろ
納
税
通
知
書
を
納
税
対

象
の
方
に
送
付
し
ま
す
の
で
、納

期
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、第
２
期
以
降
の
納
期

は
、次
の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月
　
▼
３
期
＝
10
月

▼
４
期
＝
来
年
１
月

　
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日（
賦
課
期
日
）現
在
に
、土
地・

家
屋
や
償
却
資
産
の
所
有
者
と

し
て
、登
記
簿
や
課
税
台
帳
に
登

記
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額

は
、評
価
額
を
基
に
算
定
さ
れ
た

価
格
で
す
。

　
但
し
、市
町
村
の
区
域
内
に
同

一
人
が
所
有
す
る
土
地・家
屋・償

却
資
産
の
課
税
標
準
額
が
、次
の

金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
土
地
30
万
円
　
▽
家
屋
20
万

円
　
▽
償
却
資
産
１
５
０
万
円

　
税
額
の
計
算
方
法
は
、課
税
標

準
額×

税
率
１・４
％
で
す
。

　
固
定
資
産
税
も
、７
月
が
第
１

期
と
全
期
前
納
の
納
期
で
す
。

　
７
月
に
納
税
通
知
書
を
対
象

の
方
に
送
付
し
ま
す
の
で
、納
期

内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、第
２
期
以
降
の
納
期
は

次
の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
９
月
　
▼
３
期
＝
11
月

▼
４
期
＝
来
年
２
月

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
は
、加
入
者
の
み
な
さ

ん
が
使
っ
た
医
療
費
の
保
険
負
担

分
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、

介
護
保
険
へ
の
納
付
金
な
ど
の
支

出
合
計
額
か
ら
、国
・
県
か
ら
の

交
付
金・補
助
金
な
ど
を
除
い
た

額
を
、保
険
税
と
し
て
み
な
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
税
率
は
、国
保

運
営
協
議
会
で
審
議
後
、第
２
回

定
例
町
議
会（
５
月
議
会
）で
可

決
さ
れ
、決
定
し
ま
し
た
。（※

７

ペ
ー
ジ
下
表
参
照
）

　
ま
た
、平
成
27
年
度
の
国
保
税

総
額
を
、当
初
予
算
よ
り
４
千
万

円
減
額
す
る
補
正
予
算
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
国
保
税
に
つ
い

て
は
、医
療
費
な
ど
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、税
率
を
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。少
し
で
も
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、平
成
26
年
度
確
実
と

見
ら
れ
る
繰
越
金
を
補
正
予
算

の
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
国
保
税
は
、国
保
加
入
世
帯

員
の
所
得
や
資
産
、人
数
な
ど
に

応
じ
て
世
帯
に
課
税
さ
れ
、世
帯

主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す

（
国
保
加
入
者
で
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、原
則
と
し
て
世
帯
主

に
国
保
税
を
納
め
る
義
務
が
あ

り
ま
す
）。

　
な
お
、国
保
加
入
者
の
各
年

齢
層
の
課
税
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
国
保
加
入
の
39
歳
以
下
の
方

（
介
護
保
険
未
加
入
者
）

　
医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

〔
年
度
途
中
で
40
歳
に
な
る
方

は
、誕
生
月
分
か
ら
介
護
保
険

分
も
合
わ
せ
て
課
税
さ
れ
ま

す
。〕

②
国
保
加
入
の
40
歳
以
上
64
歳

以
下
の
方（
介
護
保
険
の
第
２
号

被
保
険
者
）

　
医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
＋
介
護
保
険
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。〔
年
度
途
中
で
65

歳
に
な
る
方
は
、誕
生
月
の
前
月

分
ま
で
の
介
護
保
険
分
が
国
保

税
と
し
て
２
月
ま
で
の
納
期
に

分
け
て
課
税
さ
れ
ま
す（※

誕
生

月
以
降
は
介
護
保
険
料
と
し
て

別
途
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
）〕

③
国
保
加
入
の
65
歳
以
上
74
歳

以
下
の
方（
介
護
保
険
の
第
１
号

被
保
険
者
）

　
医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
別
途
、原
則

と
し
て
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

ま
す
。

●
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
し
た
75
歳
以
上
の

方（
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保

険
者
）

　
移
行
後
、国
保
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん（※

た
だ
し
、国
保
税

は
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な

る
た
め
、75
歳
以
上
の
方
が
世
帯

主
で
あ
る
場
合
、納
付
書
は
75
歳

以
上
の
方
宛
に
届
き
ま
す
の
で

ご
留
意
く
だ
さ
い
）。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
後
、国
保
へ
残
っ
た
方
が
、国
保

単
身
世
帯
の
対
象
と
な
っ
た
場

合
、医
療
給
付
費
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
の
平
等
割
額

が
、５
年
間
は
１
／
２（
特
定
世

帯
）、そ
の
後
３
年
間
は
３
／
４

（
特
定
継
続
世
帯
）に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
は
別
々
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険

料
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

●
低
所
得
の
方
は
、基
準
に
該
当

す
れ
ば
国
保
税
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
ま
す
。但
し
、低
所
得
で
あ
っ

て
も
、未
申
告
で
す
と
軽
減
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、国
保
税

の
所
得
申
告
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

●
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
は
、74
歳
以
下
の
国
保

加
入
者
全
員
が
対
象
で
す
。

●
介
護
保
険
分
は
、40
歳
以
上

64
歳
以
下
の
方
が
対
象
で
す
。

　　
国
保
税
も
、７
月
が
第
１
期
の

納
期
で
す
。納
税
通
知
書
を
７

月
中
ご
ろ
納
税
対
象
の
世
帯
に

送
付
し
ま
す
の
で
、国
保
会
計
の

安
定
し
た
運
営
と
健
全
化
の
た

め
、納
期
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、納
期
は
７
月
か
ら
来
年

２
月
ま
で
の
毎
月（
全
８
回
）で

す
。

　
各
税
金
に
つ
い
て
の
、ご
相
談・

お
問
い
合
わ
せ
は
、税
務
課（
℡

72
│
２
１
６
２
）ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

国
保
税
の
課
税
方
法

広報みなべ　2015.7

6

27年度

7.60％

2.40％

2.10％

26年度

5.37％

2.43％

2.07％

27年度

25.10％

％

11.50％

26年度

21.77％

15.00％

11.44％

27年度 26年度 27年度 26年度

医療保険分

特定世帯（1/2）　

特定継続世帯（3/4）　

後期高齢者支援金分

特定世帯（1/2）

特定継続世帯（3/4）

介護納付金分

円

円

円

11,400円

円

円

円

23,000円

11,500円

17,250円

11,600円

円

円

円

区　　分
所得割額 資産割額 被保険者均等割額 世帯別平等割

25,200円

11,600円

12,500円

22,000円

円

12,200円

●
町
県
民
税
・
固
定
資
産

税・国
民
健
康
保
険
税
の
第

１
期
と
全
期
前
納
の
納
期

限
は
７
月
31
日（
金
）で
す
。

●
町
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま

す
。そ
の
た
め
、納
付
書
は

ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、納
期
を
ご
確
認

の
う
え
、お
間
違
え
の
な
い

よ
う
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
納
付
に
は
確
実・便
利
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　
住
民
税
＝
町
県
民
税
は
、町

民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
多
く
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
財
源

で
す
。

　
平
成
11
年
か
ら
18
年
と
平
成

21
年
か
ら
26
年
の
間
に
住
宅
を

取
得
し
て
入
居
さ
れ
た
方
で
、税

源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
に
お
け

る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
よ
る
減
税

額
が
減
少
す
る
場
合
、翌
年
度
の

町
県
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。

　
個
人
の
町
県
民
税
の
納
付
方

法
に
は
、給
与
か
ら
天
引
き
さ
せ

て
い
た
だ
く
特
別
徴
収
及
び
納

税
の
便
宜
や
徴
収
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、平
成
21
年
10
月
か
ら

は
65
歳
以
上
で
公
的
年
金
の
課

税
所
得
が
あ
る
場
合
、そ
の
部
分

の
町
県
民
税
を
老
齢
基
礎
年
金

等
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た

だ
く
特
別
徴
収
と
、納
税
通
知

書
に
よ
って
支
払
って
い
た
だ
く
普

通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

　
７
月
は
、普
通
徴
収
の
第
１
期

と
全
期
前
納
の
納
期
で
す
。７
月

中
ご
ろ
納
税
通
知
書
を
納
税
対

象
の
方
に
送
付
し
ま
す
の
で
、納

期
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、第
２
期
以
降
の
納
期

は
、次
の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月
　
▼
３
期
＝
10
月

▼
４
期
＝
来
年
１
月

　
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日（
賦
課
期
日
）現
在
に
、土
地・

家
屋
や
償
却
資
産
の
所
有
者
と

し
て
、登
記
簿
や
課
税
台
帳
に
登

記
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額

は
、評
価
額
を
基
に
算
定
さ
れ
た

価
格
で
す
。

　
但
し
、市
町
村
の
区
域
内
に
同

一
人
が
所
有
す
る
土
地・家
屋・償

却
資
産
の
課
税
標
準
額
が
、次
の

金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
土
地
30
万
円
　
▽
家
屋
20
万

円
　
▽
償
却
資
産
１
５
０
万
円

　
税
額
の
計
算
方
法
は
、課
税
標

準
額×

税
率
１・４
％
で
す
。

　
固
定
資
産
税
も
、７
月
が
第
１

期
と
全
期
前
納
の
納
期
で
す
。

　
７
月
に
納
税
通
知
書
を
対
象

の
方
に
送
付
し
ま
す
の
で
、納
期

内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、第
２
期
以
降
の
納
期
は

次
の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
９
月
　
▼
３
期
＝
11
月

▼
４
期
＝
来
年
２
月

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
は
、加
入
者
の
み
な
さ

ん
が
使
っ
た
医
療
費
の
保
険
負
担

分
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、

介
護
保
険
へ
の
納
付
金
な
ど
の
支

出
合
計
額
か
ら
、国
・
県
か
ら
の

交
付
金・補
助
金
な
ど
を
除
い
た

額
を
、保
険
税
と
し
て
み
な
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
税
率
は
、国
保

運
営
協
議
会
で
審
議
後
、第
２
回

定
例
町
議
会（
５
月
議
会
）で
可

決
さ
れ
、決
定
し
ま
し
た
。（※

７

ペ
ー
ジ
下
表
参
照
）

　
ま
た
、平
成
27
年
度
の
国
保
税

総
額
を
、当
初
予
算
よ
り
４
千
万

円
減
額
す
る
補
正
予
算
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
国
保
税
に
つ
い

て
は
、医
療
費
な
ど
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、税
率
を
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。少
し
で
も
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、平
成
26
年
度
確
実
と

見
ら
れ
る
繰
越
金
を
補
正
予
算

の
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
国
保
税
は
、国
保
加
入
世
帯

員
の
所
得
や
資
産
、人
数
な
ど
に

応
じ
て
世
帯
に
課
税
さ
れ
、世
帯

主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す

（
国
保
加
入
者
で
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、原
則
と
し
て
世
帯
主

に
国
保
税
を
納
め
る
義
務
が
あ

り
ま
す
）。

　
な
お
、国
保
加
入
者
の
各
年

齢
層
の
課
税
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
国
保
加
入
の
39
歳
以
下
の
方

（
介
護
保
険
未
加
入
者
）

　
医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

〔
年
度
途
中
で
40
歳
に
な
る
方

は
、誕
生
月
分
か
ら
介
護
保
険

分
も
合
わ
せ
て
課
税
さ
れ
ま

す
。〕

②
国
保
加
入
の
40
歳
以
上
64
歳

以
下
の
方（
介
護
保
険
の
第
２
号

被
保
険
者
）

　
医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
＋
介
護
保
険
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。〔
年
度
途
中
で
65

歳
に
な
る
方
は
、誕
生
月
の
前
月

分
ま
で
の
介
護
保
険
分
が
国
保

税
と
し
て
２
月
ま
で
の
納
期
に

分
け
て
課
税
さ
れ
ま
す（※

誕
生

月
以
降
は
介
護
保
険
料
と
し
て

別
途
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
）〕

③
国
保
加
入
の
65
歳
以
上
74
歳

以
下
の
方（
介
護
保
険
の
第
１
号

被
保
険
者
）

　
医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
別
途
、原
則

と
し
て
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

ま
す
。

●
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
し
た
75
歳
以
上
の

方（
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保

険
者
）

　
移
行
後
、国
保
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん（※

た
だ
し
、国
保
税

は
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な

る
た
め
、75
歳
以
上
の
方
が
世
帯

主
で
あ
る
場
合
、納
付
書
は
75
歳

以
上
の
方
宛
に
届
き
ま
す
の
で

ご
留
意
く
だ
さ
い
）。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
後
、国
保
へ
残
っ
た
方
が
、国
保

単
身
世
帯
の
対
象
と
な
っ
た
場

合
、医
療
給
付
費
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
の
平
等
割
額

が
、５
年
間
は
１
／
２（
特
定
世

帯
）、そ
の
後
３
年
間
は
３
／
４

（
特
定
継
続
世
帯
）に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
は
別
々
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険

料
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

●
低
所
得
の
方
は
、基
準
に
該
当

す
れ
ば
国
保
税
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
ま
す
。但
し
、低
所
得
で
あ
っ

て
も
、未
申
告
で
す
と
軽
減
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、国
保
税

の
所
得
申
告
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

●
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
は
、74
歳
以
下
の
国
保

加
入
者
全
員
が
対
象
で
す
。

●
介
護
保
険
分
は
、40
歳
以
上

64
歳
以
下
の
方
が
対
象
で
す
。

　　
国
保
税
も
、７
月
が
第
１
期
の

納
期
で
す
。納
税
通
知
書
を
７

月
中
ご
ろ
納
税
対
象
の
世
帯
に

送
付
し
ま
す
の
で
、国
保
会
計
の

安
定
し
た
運
営
と
健
全
化
の
た

め
、納
期
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、納
期
は
７
月
か
ら
来
年

２
月
ま
で
の
毎
月（
全
８
回
）で

す
。

　
各
税
金
に
つ
い
て
の
、ご
相
談・

お
問
い
合
わ
せ
は
、税
務
課（
℡

72
│
２
１
６
２
）ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

国
保
税
の
納
期

国民健康保険税の改定
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介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
８
月
か
ら
、次
の
各
福
祉
医
療

の
受
給
者
証
が
新
し
く
切
り
替

え
に
な
り
ま
す（
有
効
期
限
は
１

年
間
）。

●
老
人（
対
象
は
67
〜
69
歳
）

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

　（
対
象
は
70
〜
74
歳
）

●
重
度
心
身
障
が
い
児（
者
）

●
ひ
と
り
親
家
庭

　
新
し
い
受
給
者
証
を
、７
月
中

に
お
渡
し
し
ま
す（
郵
送
ほ
か
）。

　
古
い
受
給
者
証
は
、自
分
で
破

棄
す
る
か
住
民
福
祉
課
へ
返
し

て
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
化・少
子
化
の
進
展
に
伴

い
、高
齢
者
の
介
護
を
め
ぐ
る
状

況
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い

る
中
、高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み

な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る

こ
と
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、い
つ
ま

で
も
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
40
歳
以
上
の
方
が
納
め
た
保

険
料
と
税
金
を
財
源
と
す
る
こ

と
で
、寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど

に
よ
り
介
護
の
必
要
な
方
や
、家

事
や
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
日
常

生
活
上
の
支
援
の
必
要
な
方
は
、

費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
だ
け

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

費
用
負
担
が
変
更
さ
れ
ま
す

　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴

い
、平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
負

担
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

①
一
定
所
得
以
上
の
方
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担

額
が
１
割
か
ら
２
割
に

　
自
己
負
担
が
２
割
に
な
る
方

は
、本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１

６
０
万
円
以
上
の
方
で
す
。た
だ

し
、同
一世
帯
の
65
歳
以
上
の
方
の

所
得
が
低
い
場
合
な
ど
は
、１
割

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

65
歳
未
満
の
方
及
び
町
民
税
を

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
対
象
外

で
す
。

※

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
に
は
、７
月
中

に「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、「
被
保
険

者
証
」と
併
せ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用

時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
の

引
上
げ

　
世
帯
内
に
現
役
世
代
並
み
の

所
得（
町
民
税
の
課
税
所
得
１
４

５
万
円
以
上
）が
あ
る
高
齢
者
が

い
る
場
合
、月
々
の
利
用
者
負
担

限
度
額
の
上
限
が
３
７
２
０
０
円

か
ら
４
４
４
０
０
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、同
一
世
帯
内
の
65
歳

以
上
の
方
が
１
人
の
場
合
は
、そ

の
方
の
収
入
が
３
８
３
万
円
、２

人
以
上
い
る
場
合
は
収
入
合
計

額
が
５
２
０
万
円
に
達
し
な
い
場

合
は
、申
請
に
よ
り
３
７
２
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

③
食
費・部
屋
代
の
負
担
軽
減
基

準
の
変
更

　
食
費
と
部
屋
代
の
負
担
軽
減

を
受
け
ら
れ
る
方
は
、非
課
税
世

帯（※

世
帯
全
員
が
市
区
町
村

民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
）の
中
の
預
貯
金
な
ど
の
少
な

い
方
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
の
際
に
、通
帳
の
写
し
な

ど
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
預
貯
金（
現
金
、有
価
証
券
な

ど
も
含
む
。）な
ど
の
額

　
配
偶
者
が
い
る
方
は
合
計
２
０

０
０
万
円
超
、配
偶
者
が
い
な
い

方
は
１
０
０
０
万
円
超
お
持
ち
の

場
合
に
は
、負
担
軽
減
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

○
配
偶
者
が
市
区
町
村
民
税
を

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、世
帯

が
分
か
れ
て
い
て
も
対
象
外
に
な

り
ま
す
。

④
課
税
世
帯
の
方
の
部
屋
代
の

負
担

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相

部
屋（
多
床
室
）に
入
所
す
る
課

税
世
帯
の
方
は
、室
料
相
当
の
額

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
食
費・部
屋
代
の
負
担
軽
減
を

受
け
て
い
な
い
方
が
対
象（
世
帯

全
員
が
市
区
町
村
民
税
を
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
で
、引
き
続
き

食
費・部
屋
代
の
負
担
軽
減
を
受

け
る
方
の
部
屋
代
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。）

　※

具
体
的
な
相
部
屋
代
の
ご

負
担
額
は
、各
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、住
民
福
祉
課
介

護
保
険
係（
℡
72
│
２
１
６
１
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
は
介
護
保
険
料（
普
通
徴

収
）第
１
期
の
納
期
で
す

　
７
月
は
65
歳
以
上
の
方
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
の

普
通
徴
収
の
方
の
第
１
期
の
納

期
で
す（
普
通
徴
収
と
は
、自
分

で
金
融
機
関
等
へ
納
付
す
る
方

法
で
す
）。65
歳
以
上
の
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
は
、

原
則
と
し
て
各
年
金
か
ら
天
引

き（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す
。

　
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く

の
は
主
に
次
の
よ
う
な
方
で
す
。

●
老
齢
年
金
な
ど
の
月
額
が
１

万
５
０
０
０
円
未
満（
年
額
18
万

円
未
満
）で
あ
る
方

●
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
、ま
た
は
転
入
し
て
き
た
方

　
納
付
対
象
の
方
に
は
、７
月
中

頃
納
付
通
知
書
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
２
期
以
降
の
納
期
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月
　
▼
３
期
＝
９
月

▼
４
期
＝
10
月
　
▼
５
期
＝
11
月

▼
６
期
＝
12
月
　
▼
７
期
＝
来
年

１
月
　
▼
８
期
＝
来
年
２
月

　
納
付
に
は
確
実・便
利
な
口
座

振
替
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

各
福
祉
医
療
の
受
給
者
証
を
お
届
け
し
ま
す

《
主
な
変
更
点
》
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

均
等
割
額
の
軽
減

保
険
料
の
納
め
方

納
付
方
法
の
選
択

所
得
割
額
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

加
入
者
一人
ひ
と
り
か
ら
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
が
、

大
切
な
医
療
費
の
財
源
と
な
り

ま
す
。

保
険
料
の
算
定
方
法

　
保
険
料
は
、被
保
険
者
全
員

が
等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割

額
」と
、所
得
に
応
じ
て
負
担
す

る「
所
得
割
額
」を
合
計
し
た
額

に
な
り
ま
す（
年
間
保
険
料
は

57
万
円
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

　「
均
等
割
額
」と「
所
得
割

率
」は
、県
内
均
一に
設
定
し
、２

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
保
険
料
は
昨
年
と
同

じ
左
表
の
と
お
り
で
す

保
険
料
の
軽
減
措
置

　
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、世

帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
の
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　
軽
減
割
合
は
、同
一
世
帯
の
被

保
険
者
及
び
世
帯
主
の
総
所
得

金
額
等
の
合
計
額
を
も
と
に
、下

表
の
基
準
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

（
注
）軽
減
判
定
に
お
い
て
、年
金

所
得
か
ら
15
万
円
の
年
金
特
別

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
中
の
所
得
金
額
か

ら
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）を
差

し
引
い
た
総
所
得
金
額
が
58
万

円（
年
金
収
入
２
２
０
万
円
）を

超
え
な
い
方
は
、所
得
割
額
が
５

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
前
日
に
お
い
て
、被
用
者

保
険（
社
会
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
）の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、所
得
割
額
が
課
さ

れ
ず
、均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

（
注
）被
用
者
保
険（
社
会
保
険

や
共
済
組
合
な
ど
）の
被
扶
養
者

の
方
で
、上
記
の
軽
減
が
適
用
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

被
用
者
保
険（
社
会
保
険

や
共
済
組
合
な
ど
）の
被
扶

養
者
に
対
す
る
軽
減

所得割率

均等割額

８．５５％

４４，７３０円

4,473円

6,709円

22,365円

35,784円

軽 減 後
均等割額

９　割

８.５割

５　割

２　割

軽　減
割　合総所得金額等の合計額が下記の金額以下の世帯

基礎控除額（33万円）を超えない世帯

基礎控除額（33万円）＋26万円×世帯の被保険者数を超えない世帯

基礎控除額（33万円）＋47万円×世帯の被保険者数を超えない世帯

均等割額の8.5割軽減を受ける世帯のうち、被保険者全員が
所得0円の場合（ただし公的年金控除額は80万円として計算）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
方
は
、年
金
か
ら
の
天
引
き

に
よ
る
方
法【
特
別
徴
収
】と
、窓

口
納
付
や
口
座
振
替
に
よ
る
納

付【
普
通
徴
収
】の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】

　
年
金
支
給
額
が
年
額
18
万
円

以
上
で
、後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
と
の
合
計

額
が
、年
金
受
給
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
方

　
特
別
徴
収
に
は
、仮
徴
収
と
本

徴
収
が
あ
り
ま
す
。

●
仮
徴
収

　
前
年
度
２
月
に
保
険
料
が
天

引
き（
本
徴
収
）さ
れ
た
方
は
、同

額
が
４・６・８
月
の
年
金
か
ら
天

引
き（
仮
徴
収
）さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、新
た
に
天
引
き（
仮
徴

収
）さ
れ
る
方
は
、平
成
25
年
中

の
所
得
に
基
づ
い
て
仮
の
保
険
料

を
算
定
し
、４・６・８
月
の
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

●
本
徴
収

　
平
成
26
年
中
の
所
得
に
基
づ
い

て
年
間
保
険
料
の
確
定
を
行
い
、

確
定
し
た
年
間
保
険
料
か
ら
仮

徴
収
し
た
保
険
料
を
差
し
引
い

た
額
が
10・12・２
月
の
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

　
年
金
支
給
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
方
又
は
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
と

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
方

　
窓
口
納
付
や
口
座
振
替
に
よ

る
方
法
で
納
め
ま
す
。

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
は
、申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
へ
の
変
更
の
手
続
き
に

つい
て
は
、住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
注
）こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
か

ら
、口
座
振
替
へ
の
変
更
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
介

護
保
険
制
度
・
各
福
祉
医
療
に

関
す
る
こ
と
は
、住
民
福
祉
課

（
℡
72
│
２
１
６
１
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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現
在
使
用
し
て
い
る
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険

証
）は
、平
成
27
年
７
月
31
日
で

有
効
期
限
が
満
了
し
ま
す
。そ

れ
に
伴
い
、新
し
い
保
険
証
を
７

月
中
旬
頃
か
ら
順
次
、簡
易
書

留
郵
便
で
送
付
す
る
予
定
で

す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、『
み
ず
色
』

で
、７
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
り

ま
す
。み
ず
色
の
新
し
い
保
険
証

が
届
く
ま
で
は
、現
在
お
持
ち
の

保
険
証（
う
す
い
緑
色
）を
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
う

す
い
緑
色
）は
、８
月
１
日
以
降
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、住
民
福
祉

課
へ
返
し
て
い
た
だ
く
か
、ご
自

分
で
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し

て
、住
所
・
氏
名
な
ど
が
他
人
に

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
住
民
税
の
課
税

所
得
に
よ
り
、一
部
負
担
金
の
割

合
が
変
更
に
な
って
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ

い（
住
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
の
い

る
世
帯
の
方
は
、一
部
負
担
金
の

割
合
が
３
割
と
な
り
ま
す
）。

　
町
民
自
ら
が
梅
を
食
し
、

「
梅
＝
健
康
」を
立
証
し
つつ
、

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
を
実

践
し
、幸
せ
で
明
る
く
活
力

あ
る
み
な
べ
町
を
築
く
こ
と
。

梅
と
健
康
に
つ
い
て
の
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
。な
ど
を

盛
り
込
ん
だ「
う
め
で
健
康
の

ま
ち
」を
、６
月
６
日
の
国
体

リ
ハ
ー
サ
ル
会
場
で
宣
言
し

ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
の
色
が『
み
ず
色
』に
変
わ
り
ま
す

「
梅
で
健
康
の
ま
ち
」を
宣
言

国
体
山
岳
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催

国
体
山
岳
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催

国
体
山
岳
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催

全
国
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
集
ま
り
ま
し
た

　
６
月
６
日・７
日
に
、紀
の
国
わ

か
や
ま
国
体
山
岳
競
技
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
と
し
て
、「
第
29
回

リ
ー
ド・ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
和
歌
山

大
会
」と「
紀
の
国
わ
か
や
ま
梅

の
里
カ
ッ
プ
・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
に
開
催
さ
れ
る
国
体
本
番

に
向
け
て
、お
も
て
な
し
や
大
会

運
営
に
、高
校
生
や
各
グ
ル
ー
プ

な
ど
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。ま
た
会
場
で
は
、梅
や
海

産
物
な
ど
を
使
っ
た
料
理
や
南

高
生
の
手
作
り
の
お
菓
子
も
振

る
舞
わ
れ
、順
番
待
ち
の
列
が
出

来
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
南
部
高
校
で
開
催
さ
れ
た

リ
ー
ド
競
技
は
、高
さ
約
15ｍ
の

人
工
壁
を
登
り
、決
め
ら
れ
た
時

間
内
で
到
達
し
た
高
さ
を
競
う

も
の
で
、男
子
85
人
、女
子
56
人
、

計
１
４
１
人
が
出
場
。こ
の
大
会

は
世
界
大
会
に
向
け
て
の
日
本

代
表
選
手
を
選
出
す
る
大
会

で
、全
国
か
ら
出
場
し
た
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
選
手
の
高
度
な
技
術

に
、「
ガ
ン
バ
、ガ
ン
バ
」と
い
う
声

援
や
壁
か
ら
選
手
が
落
下
す
る

と
、そ
れ
ま
で
張
り
詰
め
て
い
た

会
場
か
ら「
あ
〜
」と
大
き
な
た

め
息
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
南
部
小
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
は
、２

人
一
組
で
高
さ
５ｍ
の
人
工
壁（
４

種
類
）を
道
具
な
し
で
登
って
、完

登
で
き
た
数
で
競
う
も
の
で
、男

子
15
組（
30
名
）、女
子
５
チ
ー
ム

（
10
名
）計
20
チ
ー
ム（
40
名
）が

出
場
。大
会
翌
日
の
８
日
に
は
、

南
部
小
学
校
の
子
供
達
が
壁
登

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。次
は
ど
こ

へ
足
を
か
け
て
、手
は
ど
こ
を
持
っ

て
と
苦
戦
し
な
が
ら
も
、ゴ
ー
ル

地
点
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
し

た
。

リード競技 ボルダリング競技

ボランティアの方たちによるおもてなし
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「
世
界
農
業
遺
産
」認
定
に
向
け
て
、

地
域
住
民
の
思
い
を
結
集
！

「
世
界
農
業
遺
産
」認
定
に
向
け
て
、

地
域
住
民
の
思
い
を
結
集
！

「
世
界
農
業
遺
産
」認
定
に
向
け
て
、

地
域
住
民
の
思
い
を
結
集
！

国
連
食
料
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）に
よ
る
現
地
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た

バラエティ豊かな梅料理を堪能されました。

備長炭の窯出し体験や択伐林を視察清川地区をあげて歓迎、
小学生は梅の絵本をプレゼント

南部高校 岩橋孝明教諭
意見交換会で発表された方々。

尾田賢治さん

渡口丈二さん・祐希さんご夫妻 松本貢さん

　「
み
な
べ・田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」

の
世
界
農
業
遺
産
認
定
に
向
け

て
、５
月
21
日・22
日
の
２
日
間
、

国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

調
査
委
員
３
名
が
現
地
調
査
に

来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、地
元
の
人
々
が
自

然
と
調
和
し
な
が
ら
里
山
を
利

用
し
、多
様
な
生
物
を
育
む
生

態
系
を
守
る
と
と
も
に
、梅
や
炭

な
ど
の
農
産
物
の
生
産
に
お
い
て

伝
統
的
な
技
術
を
後
世
に
伝
え

て
い
る
様
子
な
ど
、田
辺・み
な
べ

の
魅
力
や
世
界
農
業
遺
産
登
録

に
向
け
て
地
域
住
民
の
熱
い
思
い

を
調
査
委
員
に
訴
え
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、田
辺
梅
林
で
斜
面

を
活
用
し
た
梅
栽
培
や
梅
シ
ス

テ
ム
、伝
統
的
養
蜂（
ニ
ホ
ン
ミ
ツ

バ
チ
）、水
辺
の
環
境
、県
う
め
研

究
所
な
ど
を
視
察
の
後
、歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョン
と
し
て
、炭
琴
や
王
子

太
鼓
の
演
奏
、よ
さ
こ
い
踊
り
な

ど
を
披
露
。２
日
目
は
、清
川
の

原
さ
ん
の
炭
窯
で
、備
長
炭
の
窯

出
し
な
ど
伝
統
的
な
製
炭
技

法
、ウ
バ
メ
ガ
シ
の
択
伐
林
、南
部

高
校
で
は
生
徒
た
ち
の
農
作
業

の
様
子
や
後
継
者
と
し
て
の
声

も
聞
い
て
い
ま
し
た
。ま
た
、備

長
炭
振
興
館
で
は
清
川
小
の
児

童
な
ど
多
く
の
地
元
住
民
が
お

出
迎
え
し
、名
之
内
区
長
の
山

本
茂
さ
ん
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し

た
後
、伝
統
芸
能
の「
名
之
内
の

獅
子
舞
」を
披
露
。お
昼
は
西
本

庄
区
民
会
館
で
梅
の
食
文
化
等

の
説
明
を
兼
ね
て
梅
料
理
研
究

会
の
み
な
さ
ん
が
梅
料
理
で
お

も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

　
調
査
委
員
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
で
積
極
的
に
質
問
を
し
、実

際
に
炭
の
窯
出
し
体
験
を
す
る

な
ど
、熱
心
に
調
査
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、最
終
日
に
行
わ
れ
た
意

見
交
換
会
で
は
、和
歌
山
大
学
の

原
祐
二
准
教
授
が
梅
シ
ス
テ
ム
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、５
組
の
住
民
の
方
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
や
認
定
へ
の

期
待
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
南
部
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
の

生
徒
は
自
作
の
梅
製
品
も
手
渡

し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は「
梅
シ
ス
テ
ム
は

優
れ
た
シ
ス
テ
ム
だ
と
本
当
に
実

感
し
た
。」「
世
界
農
業
遺
産
の

科
学
委
員
会
に
、今
回
の
経
験

を
私
の
方
か
ら
プ
ロ
モ
ー
ト（
宣

伝
）す
る
よ
う
な
形
で
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。県
と
市
、町

を
挙
げ
て
お
も
て
な
し
を
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

し
た
い
」な
ど
、今
回
の
調
査
が

好
印
象
だ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け

る
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
認
定
に
つ
い
て
は
、秋
頃
に
開

催
さ
れ
る
世
界
農
業
遺
産
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
さ
れ
る
予
定

で
す
。



徳蔵の永井艶子さん
１００歳おめでとうございます

NEWS

　６月８日、町長が１００歳を迎えられた徳蔵の永井艶子さんを訪ねて、尊敬と祝
賀の意を表した「祝百歳」の賞状と記念品、花束を贈り長寿をお祝いしました。
　永井さんは、好き嫌いはなく、新聞やテレビは毎日欠かさず見ていて、中でも相
撲が大好きで、白鵬のファンだそうです。この日は素敵な着物姿で出迎えてくれま
した。益々のご長寿を祈念します。

健康長寿を目指して　
65歳以上の日本人の自覚症状の第１位は男女とも腰痛です

　４月８日から全８回、ふれ愛センターで腰痛予防教室を開催しました。65歳以上の日本人では男女とも自覚症状の第1
位は腰痛と言われており、みなさん腰痛には関心が高く、約50名の方が教室に参加されました。
　毎回、ＤＶＤを観ながらの腰痛予防体操、和歌山県立医科大学整形外科医師による講演や個別の医療相談もあり、
参加者にとても好評で、「無理なく気軽に自宅で体操出来るので、これなら続けられそう」、「体力には自信があったが、７０
代、８０代と落ちてきたのを感じている。原因はやはり運動不足だと思う。体力を維持していく為にも体操を継続していきた
い」と意欲的な意見が聞かれました。また橋爪整形外科医師から「予想以上に皆さん運動に真面目に取り組んでおり、体
操の効果も期待できる。」とのお言葉を頂きました。今後は、自主サークル活動として月２回集まり、腰痛予防体操を続けて
いきます。
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　５月19日、みなべ町と中小企業の従業員等が加入する協会けんぽ和歌山
支部は、健康づくりの推進に向けた取り組みを通じて、町民のより一層の健康
的な生活の実現を図ることを目的に、相互連携を強化するため、「健康づくり
の推進に向けた包括的連携に関する協定」を締結しました。
　この協定により、①特定健康診査やがん検診の受診促進の取組みに関す
ること②生活習慣病の予防、早期治療の受診勧奨に関すること③働く世代
の健康づくり支援（地域・職域連携）事業に関すること④その他目的を達成
するために必要な事項に関すること、について両者が連携・協力していくこと
になりました。
　和歌山県内では、みなべ町が最初の協定締結となります。　

町長さんの椅子でハイポーズ
未来の町長さんたちは、元気いっぱい

町と協会けんぽが、
町民の健康づくりに向けた協定を締結しました

　５月２７日、南部幼稚園の年長児２７人が、法伝寺の梅園で梅採りを体験しました。田中住職さんから梅についてお話
をしてもらった後、２人１組で梅採りを開始。少し高い所の梅を採るのに助けあって枝を引っ張ったり、採った梅を見せ
合ったりしながらも、あっという間にバケツいっぱいになりました。梅ジュースできるの楽しみですね。

ちょっと背伸びして、この梅とろうかな。夏には、おいしい梅ジュースが飲めるよ

　町内の小学３年生の子どもたちが町内めぐりで、役場を訪問してくれま
した。岩代小学校のこどもたちは、役場の職員から各課の仕事内容など
を聞きながら庁舎内や議場を見学。町長室では、町長に仕事のことや子
どもたちが疑問に思っていることを質問したり、順番に町長の椅子にす
わって、すわり心地を味わいました。
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　いろんな人が自分のペースで
無理なく、でもなんとなく力をあわ
せて過ごせている「アラヤシ
キ」。長野県の山里の暮らしを
紹介する写真絵本です。同名
の映画が話題を呼んでいます。
●戦争するってどんなこと？（ラミ
ス）●科学の基礎のキソ　環境
（こどもくらぶ編）●お父さんゴリ
ラは遊園地（山極寿一）●こん
にゃくができるまで（宮崎祥子）
●あたし、アンバー・ブラウン（ダ
ンジガー）●からたちの花がさい
たよ（北原白秋）●もしも日本人
がみな米つぶだったら（津川シン
スケ）●トヤのひっこし（ボロル
マー）●しっぽ（竹下文子）●ふ
ろしき大研究（宮井株式会社監
修）●イルカのねむり方（幸島司
郎監修）

ゆめよみ館・子ども向け

　９１歳の現役助産師、坂本フ
ジヱさんがお母さんへのメッセー
ジを綴りました。０歳は、こころの
根っこを育み、お母さんとの信頼
関係を築く大切な時期。「抱い
て抱きしめて、降るほどの愛情を
与えてやってな」と子育てについ
てやさしく教えてくれます。
●維新の肖像（安部龍太郎）
●チャンポン食べたかっ！（さだ
まさし）●失われた時を求めて　
全一冊（マルセル・プルースト）
●食に生きて　私が大切に思う
こと（辰巳芳子）●身につく　気
象の原理（横川淳）●高野山の
精進料理（高野山真言宗　総
本山金剛峯寺監修）●妻と娘
二人が選んだ「吉野弘の詩」
（吉野弘）●書の大疑問ハンド
ブック（横山淳一）

ゆめよみ館・大人向け

　江戸時代、仙台藩の貧しい
宿場町、吉岡の将来を憂えた穀
田屋十三郎ほか数名が、捨て
身で基金を作り、藩にそのお金
を貸し付けて利子を全住民に配
るという企てをたてた。町の将来
のために強い志を持って藩と交
渉した人々の史実を描くほか、
同時代の二名の「無私の精神」
を収録。
●恋づくし　宇野千代伝（工藤
美代子）●図解　痛風・高尿酸
血症を治す！（谷口敦夫）●わた
しのなかの子ども（シビル・ウエッ
タシンハ）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
7月8日（水）午後3時から

 梅雨が明けたら、いよいよ夏本番。暑さは厳しくなりますが、
少しでも快適に、楽しく過ごしたいものです。キャンプや夏のレ
ジャー、涼しく暮らす工夫の本などを紹介します。

「夏を楽しもう」1階

　暑くなったら水辺ですごそう！ 川や池や海でいろんなぼう
けんが楽しめそうです。読書でも、ぼうけん気分をあじわってく
ださいね。

「川のぼうけん、海のぼうけん」2階

ば
あ
ち
ゃ
ん
助
産
師

　こ
こ
ろ
の
子
育
て

　
　
　

 

坂
本
フ
ジ
ヱ（
産
業
編
集
セ
ン
タ
ー
）

ア
ラ
ヤ
シ
キ
の
住
人
た
ち

本
橋
成
一
　写
真
と
文（
農
山
漁
村
文
化
協
会
）

無
私
の
日
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　磯
田
道
史（
文
藝
春
秋
）

４日（土）わくわくタイム（10：30～）
　　　   おはなし会（14：00～）
６日（月）休館
９日（木）ちいさいひとのための
　　　 おはなし会（0～3歳）
          （10：30～）
11日（土）おはなし会（14：00～）
13日（月）休館
18日（土）おはなし会（14：00～）
　　　　調べる学習コンクール展示
           （～30日）
21日（火）休館
22日（水）たのしくつくろう！
           　絵皿えほん（14：00～）
23日（木）ちいさいひとのための
           　おはなし会（0～3歳）
             （10：30～）
25日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　　  おはなし会（14：00～）
27日（月）休館
31日（金）休館（館内整理日）
8月1日（土）わくわくタイム（10：30～）
　　　　　おはなし会（14：00～）

ゆめよみ館・7月のカレンダー

●トヤのひっこし（バーサンスレ
ン・ボロルマー）●なみだの穴（ま
はら三桃）●育てて発見！「トマ
ト」（真木文絵）

たのしくつくろう！絵皿えほん

「第１７回 手づくりの小さな絵本」募集

　調べ学習の素晴らしい作品を展示します。夏休みの自由研究
のヒントになるかもしれませんよ。どうぞごらんください。

『図書館を使った調べる学習コンクール』入賞作品展示

7月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信◆７月18日（土）～30日（木）ゆめよみ館で
◆８月  ５日（水）～ ７日（金）上南部分館で

　講師はイラストレーターの松下恭子先生です。詳しくは図書館
まで。

◆日時　７月22日（水）　午後２時から
◆定員　２０名

　オリジナルの小さな絵本（15㎝×11㎝）をつくってみませんか。
　応募作品には、絵本作家さいとうしのぶ先生にコメントをいただきま
す。用紙は18日から、ゆめよみ館または分館、分室で配布します。年齢
制限はありません。どなたでもご応募いただけます。
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町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
経

済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
承

認
さ
れ
れ
ば
、「
保
険
料
免
除
制

度（
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免

除
）」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、年

金
事
務
所
ま
た
は
住
民
福
祉
課

年
金
係
ま
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受

け
ず
に
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、将
来
の
年
金

（
老
齢
年
金
）や
障
害
や
死
亡
と

いっ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
時

に「
障
害
年
金
」や「
遺
族
年
金
」

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、保
険
料
の
免
除
等
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合

に
は
、保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

と
き
に
比
べ
、将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。こ
れ

を
補
う
た
め
に
、10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、２

年
を
過
ぎ
る
と
加
算
額
が
つ
き

ま
す
。

■
全
額
免
除

　
保
険
料
の
全
額
を
免
除

■
一
部
免
除
　
保
険
料
の
一
部
を

免
除（
3
/
4
免
除
、半
額
免

除
、1
/
4
免
除
）

　
た
だ
し
、免
除
承
認
後
、一
部

保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場

合
は
、そ
の
期
間
の一
部
免
除
が

無
効（
未
納
と
同
じ
）と
な
る
た

め
、将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額

に
反
映
さ
れ
ず
、ま
た
、障
害
や

死
亡
と
いっ
た
不
慮
の
事
態
が
生

じ
た
場
合
に
、年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予（
30
歳
未

満
の
方
が
対
象
）

　
30
歳
未
満
の
方
で
、本
人・配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が一

定
額
以
下
の
場
合
に
、保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

免
除
の
対
象
と
な
る
方
は

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、

本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
所
得
基
準
の

範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。た
だ
し
、所
得
基
準
を
超
え

て
い
て
も
災
害
、失
業
、事
業
の

廃
止
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

免
除
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す

　
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
る
に
は
、申
請
を
し
て
承
認

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除・納
付

猶
予
申
請
書
」を
、住
民
福
祉
課

ま
た
は
田
辺
年
金
事
務
所（
田
辺

市
朝
日
ヶ
丘
24

－８
）に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
保
険
料
の
お
支
払
い
が

困
難
な
と
き
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い

　

免除の種類等

通常納付の場合
全額免除
３／４免除
半額免除
１／４免除
若年者納付猶予

１５,５９０円（全額）
－

　３，９００円（1/4納付）
　７，８００円（1/2納付）
１１，６９０円（3/4納付）

－

１
１／２
５／８
３／４
７／８
－

保険料額（月額）
（平成27年度）

受け取れる
年金額の割合※

免除の種類と保険料額、年金受取額の割合

※平成21年４月分以降の保険料で、通常納付の場合を「１」としたときの割合です。
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１
０
０
０
０
円
で
１
２
０
０
０
円
分
の
お
買
い
物

「
み
な
べ
と
く
と
く
お
買
い
物
券
」を
発
売
！

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、さ

ま
ざ
ま
な
計
量
器
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。計
量
器
は
正
確
に
計
量

で
き
、正
し
く
使
わ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。お
店
や
学
校・病
院

な
ど
で
取
引
や
証
明
に
使
用
す

る
は
か
り
は
、そ
の
精
度
の
維
持

の
た
め
計
量
法
で
２
年
に
１
度
、

県
が
実
施
す
る
定
期
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
県
で
は
、み
な
べ
町
内
の「
は
か

り
」に
つ
い
て
、下
記
の
日
程
で
定

期
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、必

ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い（
検
査
に

は
、手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）。

　
く
わ
し
く
は
県
商
工
観
光
労

働
総
務
課（
℡
０
７
３
│
４
４
１

│
２
７
１
３
）ま
た
は
、産
業
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と

な
ら
、何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公
庫

担
当
者
と
の
個
別
相
談
方
式
で

行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
ま
す
。安
心
し
て
ご
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

　
７
月
22
日（
水
）午
後
１
時
か

ら
午
後
５
時
の
間
で
順
次

●
相
談
場
所

　
役
場
２
階
　
研
修
室

●
申
し
込
み
先
　

　
産
業
課（
℡
72
│
１
３
３
７
）

個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申
込

み
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
締
切

　
７
月
21
日（
火
）

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
業
資
金
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

農
業
資
金
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査
に
つ
い
て

産
業
課（
℡
72
ー
１
３
３
７
）
か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
72
ー
１
３
３
７
）
か
ら
お
知
ら
せ

　
国
の
緊
急
経
済
対
策
の
交
付

金
を
活
用
し
、地
元
消
費
の
拡

大
、地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、

み
な
べ
と
く
と
く
お
買
い
物
券

（
商
品
券
）を
発
売
し
ま
す
。

●
販
売
期
間

　

　
平
成
27
年
７
月
21
日（
火
）〜

完
売
す
る
ま
で

●
販
売
場
所

　
み
な
べ
町
商
工
会
本
所（
芝
５

０
３・℡
72
│
３
２
２
５
）及
び
分

所（
谷
口
３
０
８
│
１・℡
74
│
２

３
０
８
）

●
販
売
時
間

　
９
時
〜
17
時（
土・日・祝
日
を

除
き
ま
す
。）

●
販
売
価
格

　
１
セ
ッ
ト
１
０
０
０
０
円（
１
０

０
０
円×

12
枚
＝
１
２
０
０
０
円

分
）　

●
発
行
総
数・総
額

　
１
４
０
０
０
セ
ッ
ト・１
億
６
千

８
百
万
円

●
購
入
限
度

　
一人
５
セ
ッ
ト
ま
で

※

代
理
購
入
も
で
き
ま
す
が
、

そ
の
際
は
購
入
さ
れ
る
方
す
べ
て

の
健
康
保
険
証（
コ
ピ
ー
可
）を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
販
売
対
象
者

　
み
な
べ
町
内
外
者（
個
人
）

●
利
用
期
間

　
平
成
27
年
８
月
１
日（
土
）〜

平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）ま
で

の
６
ヶ
月
間

※

利
用
期
間
が
過
ぎ
る
と
無
効

と
な
り
使
用
で
き
ま
せ
ん
。　

●
利
用
場
所

　
町
内
の
登
録
し
た
店
舗・事
業

所（
取
扱
店
に
は
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
）

※

取
扱
店
に
よ
り
一
部
の
商
品
に

使
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
お
問
い
合
せ
先

　
町
商
工
会（
℡
72
│
３
２
２

５
）

※

７
月
上
旬
か
ら
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら「
み
な
べ
と
く
と
く

お
買
い
物
券
」の
取
扱
店
な
ど
が

確
認
で
き
ま
す
。

　

月　　日

検査の日程・場所

７月２２日（水）
１３：００～１４：００
１４：３０～１５：３０
１０：３０～１２：００　
１３：３０～１６：００
１０：３０～１２：００

清川公民館
高城公民館
岩代分館
中央公民館

役　場
１３：００～１５：３０

７月２３日（木）

７月２４日（金）

時　　間 場　　所わかやま夏の交通安全運動

★高齢者と子どもの交通事故防止
★飲酒運転の根絶
★シートベルトの全ての座席での着用と
　チャイルドシートの正しい着用の徹底

運
動
重
点

７月 11日（土）～ 20日（月）
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生
活
環
境
課
・
下
水
道
係（
℡
72
ー
３
６
０
５
）
か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課
・
下
水
道
係（
℡
72
ー
３
６
０
５
）
か
ら
お
知
ら
せ

早
期
の
つ
な
ぎ
込
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

早
期
の
つ
な
ぎ
込
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

て
い
る
が
、失
格
の
人
は
、全
て
予

定
価
格
よ
り
上
で
入
札
し
た
の

か
。

答
　
予
定
価
格
よ
り
上
で
入
札

し
た
の
は
、１
者
だ
け
で
、後
は
最

低
制
限
価
格
よ
り
も
下
で
入
札

し
て
、失
格
で
す
。こ
れ
は
、ラ
ン

ダ
ム
係
数
の
関
係
で
失
格
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
　
仕
事
を
し
た
く
、低
い
価
格

で
入
札
し
た
者
が
失
格
と
な
っ

て
、公
表
し
て
い
る
予
定
価
格
で

入
札
し
た
者
が
、同
価
で
く
じ
引

き
に
な
っ
た
形
か
。

答
　
そ
の
と
お
り
で
す
。結
果
と

し
て
、予
定
価
格
と
同
額
で
の
契

約
と
な
り
ま
し
た
。

問
　
予
定
価
格
で
の
入
札
と
い

う
こ
と
は
、工
事
内
容
を
見
て
、

予
定
価
格
の
金
額
で
し
か
工
事

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
土
木
工
事
と
いって
も
、い
ろ

い
ろ
な
工
事
内
容
が
あ
り
、水
道

や
下
水
道
工
事
な
ど
を
専
門
と

し
な
い
業
者
も
い
る
た
め
、予
定

価
格
で
の
入
札
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

※

入
札
状
況
審
査
委
員
会
の
議

事
概
要
に
つ
い
て
は
、検
査
室
に

て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
べ
町
の
公
共
下
水
道
事

業
は
、事
業
の
認
可
対
象
区
域
に

住
む
皆
さ
ん
に
必
要
な
経
費
の一

部
を
負
担
し
て
も
ら
って
実
施
し

て
い
ま
す
。こ
れ
を
受
益
者
負
担

と
い
い
、平
成
12
年
度
か
ら
順
次
、

管
路
工
事
が
済
み
各
戸
へ
公
共

汚
水
桝
を
設
置
し
た
区
域
の
方

に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、平
成
25
年
度
〜

26
年
度
中
に
桝
の
設
置
が
済
ん

だ
区
域
の
方
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。対
象
区
域

の
皆
さ
ん
に
は
、７
月
初
め
に
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
地
域

　
堺
、気
佐
藤
の
そ
れ
ぞ
れ一部

■
負
担
金
の
額

　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
５
０

０
円×

土
地
の
面
積

■
納
付
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
納
め
や
す
い
方

法
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
分
割
納
付
↓
平
成
27
年
度
〜

29
年
度
ま
で
の
３
年
間
、年
４
回

納
付（
７
月・９
月・11
月・翌
年
２

月
、合
計
12
回
）

◎
一
括
納
付
↓
左
表
の
通
り
。前

納
報
奨
金
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。

■
納
付
期
限（
初
回
分・全
期
分
）

　
７
月
31
日（
金
）

■
納
付
場
所

　
町
が
指
定
し
た
各
金
融
機
関

　
な
お
、平
成
25
年
度
、ま
た
は

26
年
度
か
ら
分
割
納
付
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
は
、引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
は
、皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
こ
そ
価
値
が
あ
り
ま
す
。 

　
川
や
海
の
自
然
環
境
を
き
れ

い
に
し
、家
庭
や
地
域
を
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
環
境
に
改
善
す

る
た
め
、１
日
も
早
く
つ
な
ぎ
込

み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
第
２
回
入
札
状

況
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、平

成
26
年
度
下
半
期
に
お
け
る
公

共
事
業
の
発
注
状
況
に
つ
い
て
、

町
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。そ
の
中

か
ら
委
員
会
が
抽
出
し
た
工
事

に
つ
い
て
審
議
し
た
後
、南
部
小

学
校
屋
内
運
動
場
天
井
等
改
修

工
事
の
改
修
内
容
に
つ
い
て
、現

場
で
も
担
当
課
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
質
疑（
抜
粋
）

●
南
部
小
学
校
屋
内
運
動
場
天

井
等
改
修
工
事
に
つい
て

問
　
舞
台
照
明
も
、卓
球
場
も

全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
に
変
更
し
た

の
か
。そ
れ
に
よ
っ
て
電
気
料
は

ど
れ
く
ら
い
削
減
さ
れ
る
の
か
。

答
　
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
し
、費

用
面
は
４
割
か
ら
５
割
程
度
ま

で
安
く
な
り
ま
す
。金
額
と
し
て

は
年
間
42
万
円
程
度
と
な
り
ま

す
。

問
　
国
体
で
使
わ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、別
に
補
助
金
は
あ
る
の

か
。

答
　
国
体
時
は
、２
階
の
卓
球
場

の
と
こ
ろ
に
仮
設
ス
タ
ン
ド
を
設

置
し
た
り
し
て
使
用
し
ま
す
が
、

今
回
の
工
事
は
学
校
関
係
の
補

助
金
を
活
用
し
、３
分
の
１
程
度

の
補
助
と
な
り
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
　
堺
地
区

汚
水
管
渠
敷
設
工
事
ほ
か
３
件

に
つい
て

問
　
落
札
率
が
１
０
０
％
と
な
っ

一括納付
の方法

■一括納付した場合の差引額

１年分（４回分）
を一括納付

前納報奨金として
差し引かれる割合

負担金額の１年分
（1/3）の３％を差引

例えば、土地の面積が
240㎡の場合の差引額

（240㎡×500円＝120,000円）
×1/3×3％＝1,200円

２年分（８回分）
を一括納付

負担金額の２年分
（2/3）の６％を差引

（240㎡×500円）          
×2/3×6％＝4,800円

３年分（12回分）
を一括納付

負担金全額の
１０％を差引

（240㎡×500円）          
×10％＝12,000円

平
成
26
年
度
下
半
期
公
共
事
業
に
関
し

入
札
状
況
審
査
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

総
務
課
検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課
検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら
お
知
ら
せ
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国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を

名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、ア

ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査
と

称
し
て
、年
齢
や
家
族
構
成
、年

金
の
受
給
状
況
、ま
た
、預
金
残

高
や
口
座
情
報
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　「
税
務
署
で
す
。高
齢
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
って
い
ま
す
。」、

「
年
金
の
受
給
額
は…

」な
ど
、

不
審
な
電
話
が
か
か
って
き
た
と

き
は
、即
答
を
避
け
、御
坊
税
務

署（
℡
０
７
３
８̶

22̶

０
６
９

５
）ま
た
は
警
察
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

       

　
日
頃
よ
り
節
電・省
エ
ネ
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
の
電
力
需
給
見
通
し

に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
25
年
度

並
み
の
猛
暑
を
想
定
し
た
場
合

で
も
、引
き
続
き
、無
理
な
く
継

続
し
て
ご
協
力
を
賜
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
節
電（
定
着
し
た

節
電
）を
織
り
込
む
こ
と
や
他
電

力
会
社
か
ら
の
応
援
融
通
等
に

よ
り
、予
備
率
は
電
力
の
供
給
に

最
低
限
必
要
と
さ
れ
て
い
る
３
％

を
、確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、発
電
所
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
、不
測
の
事
態
に
よ

り
、電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、皆

さ
ま
に
夏
の
節
電
の
お
願
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。具
体
的
に
は
、電
力
需
要

の
想
定
に
お
き
ま
し
て
、定
着
し

た
節
電
分
と
し
て
３
１
０
万
kw

（
平
成
22
年
度
の
夏
季
最
大
電

力
の
10・０
％
）を
織
り
込
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、お
客
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、着
実
な
節
電・省
エ

ネ
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、お
客
様

の
ご
健
康
に
影
響
を
与
え
な
い

範
囲
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
等
の

維
持
や
生
産
活
動
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
、可
能
な
限
り
の
節
電

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

節
電
お
問
い
合
わ
せ

 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０ 

１
２
３ 

０
１
７
１
　

　
　
　
　
　
　（
通
話
料
無
料
）

受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
17
時

（
土・日・祝
日
お
よ
び
８
月
13
日

〜
14
日
は
除
く
）

　
お
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場

合
や
、一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ

い
。

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

夏
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

関
西
電
力
か
ら
の
お
願
い

広報みなべ　2015.7

18

○ 願書請求及びお問い合せ ○
自衛隊御坊地域事務所（℡０７３８－２３－００２０）

または役場総務課（℡７２－２０５１）へ

自衛隊自衛官募集自衛隊自衛官募集
自衛官採用試験を下表の日程等で行います。

職　種

自衛官候補生
（男子）

18歳以上
27歳未満

９月11･29日、
10月3日（和歌山市）
9月30日（田辺市）

9月29日
まで

自衛官候補生
（女子）

18歳以上
27歳未満 ９月25日（和歌山市）

８月１日

９月8日
〜

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満

１次＝９月18日
（和歌山市･田辺市
串本町）

１次＝９月23日
（和歌山市）

８月１日

９月8日
〜

高卒（見込含）
～21歳未満

８月１日

９月8日
〜

応募資格 受付期間 試験日（場所）

航 空 学 生

開　催　日

７月19日（日）・20日（月）

７月18日（土）・20日（月）

時　間

午前10時～午後３時

午前11時～午後３時

場　所

自衛隊御坊地域事務所

南部公民館

※来館順に約30分程度の個別説明をおこないます。

※応募資格の年齢は平成28年４月１日現在。採用時期は平成28年３月下旬～４月上旬

○説明会○

○採用試験○

　子どもたちや子育てに悩む保護者のＳＯＳの声をいちはやくキャッチする為
に、平成27年７月１日（水）から児童相談所全国共通ダイヤルがはじまりました。
　「もしかしたら虐待かも？」、「子育てが辛くて、つい子どもにあたってしまう」、
「子育てに悩んでいる人がいる」、こんな時「１８９番」にお電話いただくと、お近
くの児童相談所につながり、専門家が相談に応じます。
　また、出産や子育てに関する悩みや疑問がある方は、児童相談所やふれ
愛センターへお気軽にご相談ください。
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青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）
　放送大学はテレビ・ラジオの放送やインターネットを通して学
ぶ正規の通信制大学です。
　大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、
「いつでも、 どこでも、 誰でも、 学びたいだけ学べる」
大学です。 
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など幅広い分野を学べ
ます。入学試験はありませんので、お気軽にお問い合わせくださ
い。資料のお取り寄せは無料です。
　ただいま平成27年10月入学生を募集中

放送大学学生募集
あなたも放送大学で学んでみませんか

○出願期間 　９月20日まで　　　　　
○お問い合わせ先　放送大学和歌山学習センター
〒641-0051　和歌山市西高松１丁目７－20
ＴＥＬ 　０７３－４３１－０３６０
Ｅ-mail　wakayama-sc@ouj.ac.jp

子どもたちや子育てに悩む保護者のＳＯＳの声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル「☎１８９(いちはやく)」

　よろず支援拠点は、国が全国に設置した無料経営相談所です。県内
の事業者様の販路拡大・資金繰り・事業承継・創業などの経営上の様 な々
ご相談に応じています。
日高振興局で出張相談会を定期開催
●開催日　毎月第２、第４木曜日
●相談時間　○9：30～10：45　○11：00～12：15　○13：00～14：15　
○14：30～15：45　○16：00～17：15（※事前予約ができます）
●参加費　無料
【申込・お問合せ先】
　和歌山県よろず支援拠点（公益財団法人わかやま産業振興財団）
　担当：吾妻　yorozu@yarukiouendan.jp
　☎  ０７３－４３３－３１００　
　http://yorozu-wakayama.jimdo.com/　からもお申し込み頂けます。

よろず支援拠点「定期出張相談会」を開催



ミニドックのご案内

なお、特定健診を受ける方は国民健康保険証もご持参ください。

まだ申し込んでいない方はお早めにご連絡下さい！

ミニドックの受診日＆受診場所

受診日　
７月８日（水）
９日（木）
10日（金）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
17日（金）

受診場所

役　場

ふれ愛センター

受診日    
７月22日（水）
23日（木）
24日（金）
25日（土）
28日（火）
29日（水）

受診場所
 

ふれ愛センター
 

高城公民館
清川公民館

※受付時間 ： 午前７時30分～９時30分
※混雑を避けるため、受付時間を調整してご案内しています。
※指定の受診日又は時間に都合の悪い方は、別の日又は時
　間に受診してください。

　８月に結果説明会を行います。特定健診の結
果、35歳～75歳までのメタボリックシンドローム予
防のため保健指導が必
要な方（治療中の方を除
く）には、来年２月までの
約半年間、月１回程度の
健康塾（特定保健指導）
をお勧めします。

～

　今年度のミニドック（特定健診・がん検診など）の予定
は、下記のとおりです。
［※特定健診の受診対象は、町国民健康保険に加入し
ている35歳～75歳の方です］
　受診を申し込まれた方には、受診日などを記入した受
診カードと問診票を、６月下旬から順次お届けしています。
届いたら、受診日と受診場所を確認後、問診票は必ず記
入して、受診カードと一緒に当日持って来てください。

トレーニング教室

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

7月3日（金）12：45～13：15

実　施　日健診名（対象乳幼児） 受 付 時 間
４・10か月児健診
（平成27年3月・平成26年9月生まれ）

7月1日（水）12：45～13：151歳６か月児健診
（平成25年11月・12月生まれ）

7月1日（水）12：45～13：152歳６か月児健診
（平成24年12月・平成25年1月生まれ）

7月8日（水）12：45～13：153歳６か月児健診
（平成23年12月・平成24年1月生まれ）

7月3日（金）・10日（金）・17日（金）・24日（金）・31日（金）
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操
　　　　　　（音楽に合わせて行う楽しい体操です。）　
参加費は無料。どなたでも参加ＯＫです。

◆清川保育所　（℡76-2251）　

場所：はあと館 （社会福祉センター）

七夕まつり 7日（火） 10：00～11：00

七夕まつり 7日（火） 10：00～11：00

◆上南部保育所（℡74-3022）
七夕まつり
自由遊び

7日（火） 10：00～11：00
21日（火） 10：00～11：00

◆高城保育所　（℡75-2044）
七夕まつり
水あそび

7日（火） 10：00～11：00
28日（火） 10：00～11：00

◆愛之園保育園　（℡72-2371）
プールで遊ぼう
＊着替え・タオル・帽子・お茶持参

14日（火） 10：00～10：50

保育園まつりに行こう
＊駐車場は埴田球場をご利用下さい。（雨天中止）

25日（土） 17：30～20：00

予防接種（場所：ふれ愛センター）

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送ります。

二種混合（ジフテリア・破
傷風）
※接種の際、保護者の同
伴が必要です。

日本脳炎 1期追加

７月27日（月）
対象：南部小６年生

対象：岩代・上南部・高城・清川小6年生

対象：年中児相当

13：00～13：20

８月4日（火）13：00～13：20

７月6日（月）13：00～13：20

実　施　日予 防 接 種 名 受 付 時 間

＊着替え・タオル持参（雨天は室内あそび）

◆南部保育所　（℡72-4520）
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（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

田辺赤十字血液センターからのお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人であ
ることを証明できるもの（運転免許証など）をご持参くださ
い。＊できるだけ４００ｍℓの献血にご協力をお願いします。
（体重５０㎏以上の方）

献血にご協力をお願いします
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日 　 時
場 　 所
対 　 象
内 　 容

７月３0日（木）　１３:３０～１５:００
ふれ愛センター　
妊婦または小さなお子さんの保護者
①出産に向けて助産師からのアドバイス
②おなかの赤ちゃんをイメージしよう

：
：
：
：

マタニティー＆ベビーサロン

平成8年４月２日から平成10年４月１日生まれの皆様へ
日本脳炎予防接種を受けましょう！

　日本脳炎の予防接種は、副反応への懸念から接種のご案内を差し控えていました。そのため、予防接種を受けてい
ない方（生涯で４回接種）がいます。20歳未満まで不足分を接種することができますので、接種してください。
●平成8年４月２日～平成9年４月１日生まれの方　ふれ愛センターまでお申込みください。
●平成9年４月２日～平成10年４月１日生まれの方　個別通知しています。直接医療機関にお申込みください。

　高齢者ふれあいサロンは、普段家でひとりでいることが多い高齢者が、いきいきと楽しく暮らせるよう、気軽に
出かけ仲間をつくる場所です。町内４か所で開催していて、参加されている方は、お茶を飲みながら話をした
り、歌を歌ったり、ストレッチや頭の体操などで、仲間と一緒に楽しい時間を過ごしています。
　みなさんもお気軽に近くのサロンへお越しください。また、もっと身近な場所でサロンを開いてほしいと言う方
は、地域包括支援センターへご連絡ください。

　基礎免疫として１期接種を計３回、追加免疫として２期接種（９歳以上対象）を１回、計４回接種します。
　４回目の接種（２期接種）は、１期接種の終了後６日以上の間隔をおけば接種することは可能ですが、通常、１期接種
の終了後、概ね５年の間隔をおいて接種するものであり、この間隔を参考にすることが望ましいとされています。
●今までに日本脳炎の予防接種を１回以上受けたことがある方
　６日以上の間隔をおいて、残りの１～３回を接種します。
●日本脳炎の予防接種を全く受けていない方
　１期接種は、６日～28日の間隔をおいて２回接種し、その後概ね１年を経過した時期に１回接種します。
●２期接種は、制度上、１期接種終了後６日以上の間隔をおいていれば、９歳以上で１回接種が可能ですが、上記内容
　を参考に接種医が接種の時期を判断します。

日本脳炎の定期予防接種の接種スケジュール

9：00～12：30
14：00～16：00

みなべ町役場前
紀州南部ロイヤルホテル様前

7月１4日（火）

ふれあいサロンで、仲間の輪を広げませんか

地区【サロン名】

北道地区
【わかばサロン】

王子会場
（北道60-1）

毎週木曜日
午前9時30分～11時頃まで

晩稲地区
【夢サロン】

介護予防センター
（晩稲148－1）

毎週水曜日
午後1時30分～3時頃まで

受領地区
【にこにこサロン】

受領会場
（東本庄1708）

第2・4金曜日
午後1時30分～3時頃まで
※5月～8月は農繁期のため
　お休み

岩代地区
【サロン・ド・輝（かがやき）】

岩代分館
（西岩代1648）

毎月第3月曜日
午後1時30分～3時頃まで

開催場所【住所】 開催日時

○お茶菓子代は自己負担です。○祝日等の都合で、別の日になることがあります。  
くわしくは地域包括支援センター（☎７４－８０６５）へお問い合わせください。



毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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9 11
■愛之園保、eco孫爺おじいちゃ
ん、おばあちゃんとのお掃除大作
戦
■上南部保、プール開き
■南部小5年、宿泊体験学習
（～10日）

■上南部小1・2年、読み聞かせ
■人権・行政相談（13：30～・ふれ
愛センター）

■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

1210

2 4
■南部幼、昼食会
■南部小4・5・6年・あおぞら学級、
授業参観・救急救命講習
■南部中3年、心肺蘇生法講習会・
社会を明るくする運動

■岩代小・上南部小・南部小（1・2・
3年・あおぞら学級）、授業参観
■岩代小、救急救命講習
■清川小、梅ジュースづくり体験
■上南部中２年、思春期体験学習
■４・10か月児健診（12：45～・
ふれ愛センター）

■愛之園保・ひかり保・白梅幼、保
育参観
■南部幼、避難訓練

53

16 18
■上南部保、絵本の読み聞かせ
■上南部小3・4年、読み聞かせ
■高城小、炬火イベント

■南部保、避難訓練
■上南部小、救急救命訓練
■白梅幼・各小・中学校、終業式　

■南部幼、親子夏まつり
（18：00～）
■岩代小、アルミ缶回収
■調べる学習コンクール展示
（ゆめよみ館・～30日）

■高城小、空き瓶・アルミ缶回収

1917 食育の日

23 25
■南部幼、終業式
■南部長寿大学（14：00～・南部
公民館）
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）
■計量器検査（10：30～12：00・
岩代分館、13：30～16：00・中央
公民館）

■上南部保・高城保・清川保、避難
訓練
■岩代小、海洋水泳
■計量器検査（10：30～12：00・
13：00～15：30・役場）

■上南部保・高城保・清川保・南部
保、夕涼み会
■愛之園保、保育園まつり・おひさ
ま広場（開放保育）（17：30～）

■清川小、廃品回収
■梅の里サマースクール（8：30
～・南部公民館）

2624

30 8/1
■愛之園保・ひかり保、避難訓練
■町内水泳大会（13：00～・岩代
小プール）
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）

各納期
町県民税、固定資産税、国民健康保
険税（1期・全期）/介護保険料（普通
徴収1期）/後期高齢者医療保険料
（普通徴収1期）/公共下水道受益者
負担金（1期・全期）

　31 鹿島神社花火祭り

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●10日（金）13：30～15：30
◇ふれ愛センターで
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇片町　はあと館で

●23日（木）13：00～15：00
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●11日（土）（9：30～16：00）年
金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

ねんきんダイヤル

0570-05-1165
●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

6 7 8
■愛之園保・南部幼、七夕まつり
■南部保・上南部保・高城保・清川
保、七夕まつり・おひさま広場
（開放保育10：00～）
■岩代小・清川小、七夕集会
■高城小、授業参観
■上南部中、租税教室
■高城中、思春期体験学習

■南部保・愛之園保、プール開き
■南部幼、南小でのプール遊び・水
遊び始まり
■白梅幼、避難訓練
■上南部小5年、宿泊体験学習
（～9日）
■3歳6か月児健診（12：45～・ふ
れ愛センター）

■ひかり保、プール開き
■愛之園保すみれ組、虹訪問
■清川小、梅干しアート作り
■南部中３年、心肺蘇生法講習会
■日本脳炎予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

川の日

1
■上南部中2・3年・南部中1・2年、
心肺蘇生法講習会
■1歳6か月児・2歳6か月児健診
（12：45～・ふれ愛センター）

13 14 15
■高城保・清川保、プール開き
■愛之園保、おひさま広場（開放保
育）・大きなプールで遊ぼう
（10：00～）
■南部幼、南高生職業体験
（～16日）
■南部小2年、はまゆう支援学校と
の交流
■高城中、救急救命講習
■献血（9：00～12：30・役場前、
14：00～16：00・紀州南部ロイ
ヤルホテル前）

■白梅幼、百万遍念仏
■上南部小5・6年、読み聞かせ
■上南部小、炬火イベント

20 21 22
■上南部保、おひさま広場（開放保
育）・自由遊び（10：00～）
■南部川体験学習会（9：00～南部
川須賀橋下）

■こひつじランド育児講座「プー
ル遊び」（10：00～・愛之園保）
■たのしくつくろう！紙皿えほん
（14：00～・ゆめよみ館）
■計量器検査（13：00～14：00・
清川公民館、14：30～15：30・高
城公民館）

海の日

27 28 29
■愛之園保、おひさま広場（開放保
育）・おおきなプールで遊ぼう
（10：00～）
■高城保、おひさま広場（開放保
育）・水遊び（10：00～）
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（14：30～16：30）

■高城保、保育参観（～30日）
■南部幼年長児、お泊り保育
（～30日）

■二種混合予防接種（13：00～・
ふれ愛センター）
各納期　水道料金・公共下水道使
用料（5・6月分）・農業集落排水使
用料（6・7月分）の各口座振替

◆青少年の非行問題に取り組む
全国強調月間◆“社会を明るくす
る運動”強調月間◆「愛の血液助
け合い運動」月間◆海の月間
◆河川・海岸愛護月間◆熱中症予

防強化月間◆全国安全週間（1日～
７日）◆わかやま夏の交通安全運動
（11日～20日）◆自然に親しむ運
動（21日～8月20日）◆「青い羽根
募金」強調運動期間（～8月31日）

国民安全の日
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公共下水

（件）

1,439／約2,100　（68.5％）（前月比±0）
農業集落排水

町の下水道整備（つなぎ込み）状況町の下水道整備（つなぎ込み）状況

（5月31日現在）

男
女
人口
世帯数

5月末現在
６，４４１人
７，０９７人
１３，５３８人
４，８１１世帯

（前月比）
（－14人）
（－16人）
（－30人）
（－10世帯）

5月中の異動
出生　  7人
死亡   17人
転入　14人
転出　34人

高齢化（65歳以上）
割合  29.4％

人のうごき西岩代 115／129 （89．1％） （前月比±0）
東岩代 149／181 （82．3％） （前月比±0）
受　領    35／37 （94．6％） （前月比±0）
共和東 220／260 （84．6％） （前月比±0）
本　郷 117／129 （90．7％） （前月比＋1）
共和西    52／77 （67．5％） （前月比±0）
西本庄 224／264 （84．8％） （前月比＋1）
晩稲熊岡 225／364 （61．8％） （前月比±0）

おくやみ

南部スポーツ少年団が総合優勝
第38回 少林寺拳法 紀南熊野少年少女拳士大会

みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

第38回少林寺拳法紀南熊野少年少女拳士大会が新宮市で開かれ、南部スポーツ少年団がそれぞれの部門で優秀な成績を収め、総合優勝しました。
【競技部門】＜組演武＞●白・黄帯の部　最優秀＝中井亮輔・室井良太、４位＝大川綾斗・大江惇斗、６位＝濱路太志・大山悠●緑帯の部　最優秀＝
堀口叶愛・坂本結彩、優秀（２位）＝大川菜々未・大江里佳、優良（３位）＝庄司悠眞・中井達貴、４位＝泰地桜佑・石丸大喜●茶帯以上の部　最優秀＝
南部琴子・大山葵、優秀＝小西杏奈・畑野結月、４位＝坂本一樹・前田知範、５位＝山下大和・泰地音羽●中学生の部　優良＝坂本夏美・小田愛里
＜単独演武＞●幼年・小学１・２年生の部　優良＝室井良太、５位＝中井亮輔、６位＝大川綾斗●小学３・４年生の部　最優秀＝坂本結彩、優秀＝中
内洋希、４位＝庄司悠眞●小学５・６年生の部　最優秀＝中川翔友、優秀＝上野拓海●中学生段外の部　最優秀＝小田愛里●中学生有段の部　優
秀＝湯川善徳＜団体演武＞●小学生の部　最優秀＝南部Ｂ、優良＝南部Ｃ
【文化部門】●体験作文の部　優良＝坂本夏美、佳作＝小西杏奈、民野愛実●絵画の部　優良＝坂本結彩、佳作＝山下大和、庄司悠眞●書の部　
佳作＝片岡大輝　［敬称略］




